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決算特別委員会  １０月１日（火）         開 会 １０時００分 

 

審査の経過概要 

 

仮屋園一徳委員長 

ただいまから決算特別委員会を開会いたします。 

去る９月２５日の本会議において、当委員会に付託されました案件は、認定

第１号 平成２９年度阿久根市歳入歳出決算認定について（一般会計）、認定

第２号 国民健康保険特別会計、認定第３号 簡易水道特別会計認定第４号 

交通災害共済特別会計、認定第５号 介護保険特別会計、認定第６号 後期高

齢者医療特別会計、認定第７号 平成２９年度阿久根市水道事業会計の決算の

認定について、以上７件であります。 

はじめに、審査日程については、先の委員会で決定したとおり、本日から１

０月４日までの４日間といたします。なお、各課等の審査順は、お手元に配布

してあります審査日程表のとおりとし、都合によっては時間及び日程の変更も

考慮のうえ、審査していきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

次に、審査の方法についてですが、各所管において、歳入歳出決算書のほか、

提出されている全書類により審査することとなります。所管課長等の説明は、

平成３０年度の各事業等の成果説明書、決算事項別明細書及び決算に関する説

明書により説明を受け、その後各委員の質疑を行いますのでよろしくお願いし

ます。なお、質疑は一問一答形式とし、議題外にわたらず、簡潔明瞭に、ペー

ジ数と款、項、目を言ってからされるようお願いいたします。 

さらに、現地調査につきましては、議事の進行上、３日目の審査終了後にお

諮りいたします。また、全所管の審査終了後にお諮りしておりました総括した

質疑につきましては、これも議事の進行上、３日目の各所管課の審査終了まで

の分は３日目の質疑終了後においてお諮りしたいと思います。４日目の所管課

に関しては、その質疑終了後にお諮りいたしますので、よろしくお願いします。 

ここで、本決算審査の目的、意義について、改めて御案内いたします。決算

審査については、当該年度に議決した予算が趣旨と目的にしたがって適正に、

そして効率的に執行されているかどうか、そのことによってどのような行政効

果が発揮できたか。さらに、今後の行財政運営においてどのような改善工夫が

なされるべきかが着目点であると言われております。つまり、行政効果の客観

的判断と、今後の改善や反省事項の把握と活用であります。 

 

○認定第１号 平成２９年度阿久根市歳入歳出決算認定について（一般会計） 

仮屋園一徳委員長 

それでは日程表にしたがい、認定第１号を議題とし、議会事務局所管の事項

から審査に入ります。 

議会事務局の入室をお願いします。 

 

（議会事務局入室） 

 

それでは局長の説明を求めます。 
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早瀬事務局長 

それでは、議会事務局所管の事項について御説明いたします。初めに、歳出

の概要について御説明をいたします。決算に関する説明書の２５ページをお開

きください。 

１款議会費の予算現額は１億３,３０７万６千円、支出済額は１億３,１７１

万３３円、差額であります不用額が１３６万５,９６７円、予算現額に対する

執行率は９８.９７％となっております。一般会計支出済額における議会費の

構成比は１.０５％、対前年度の決算額と比較しますと１６４万５,９４８円の

増となっております。内訳としましては、増額では、会議録検索システム運用

業務委託料として３２０万円の増、減額では、議員辞職に伴う報酬９１万円と

議員共済負担金７５万円の合計１６６万円の減であります。 

それでは、決算に関する説明書は２５ページ、事項別明細書は１９ページを

お開きください。事項別明細書のほうで各節ごとに支出済額の欄で御説明いた

します。１節報酬は、議員１６名と嘱託職員１名分の報酬であります。２節給

料は、職員４名分の給料であります。３節職員手当等は、議員１６名分の期末

手当と職員４名分の期末勤勉手当が主なものであります。４節共済費は、市議

会議員共済会負担金約１,９２８万円と職員共済費約５４３万円が主なもので

あります。８節報償費８千円は、議会だより掲載のクイズ正解者への商品券贈

呈、４名分であります。市議会だより発行５０周年、第２００号を記念し、議

会活動を市民へ広く啓発するとともに、紙面及び議会への要望・意見を収集す

るためにクイズを実施し、正解者のうち抽選で５名に商品券２千円を贈呈しよ

うとするものでありました。結果、応募者は５名、うち正解者が４名であった

ことから、４名に商品券を贈呈したところであります。 

９節旅費は、議員の費用弁償約１９９万円、職員の普通旅費約１０７万円が

主なものであります。不用額の６８万５千円は、年度末までの議長等の旅費を

留保していたものであります。１０節交際費は、議長等が出席した各種会合に

係る会費等が主なものであります。１１節需用費は、市議会だよりの印刷製本

費約７２万円、新聞購読料や参考図書追録代約３３万円が主なものであります。

１２節役務費は、郵便、電話料等の通信費が主なものであります。１３節委託

料は、会議録反訳印刷製本業務委託料約１２５万円のほか、平成３０年度は会

議録検索システムについて約３２０万円で業務委託しました。検索対象は、平

成１７年第１回定例会から平成２９年第４回定例会までの１３年分の本会議の

会議録であり、今年１月より運用開始し、９月末までに累計で３,６５７件の

アクセス数があったところであります。 

次に、１４節使用料及び賃借料は、議長公務時のタクシー使用料であります。

１８節備品購入費の執行はありませんでした。１９節負担金補助及び交付金は、

全国市議会議長会負担金をはじめ、全国、九州、県それぞれの議長会等の負担

金６２万１００円が主なものであります。 

次に歳入について御説明します。決算に関する説明書の２１ページをお開き

ください。 

１９款諸収入５項４目雑入の議会事務局所管分は、上から８行目の雇用保険

料のうち５,０４０円が事務局嘱託職員分であります。 

以上で説明を終わりますが、御審議方よろしくお願いいたします。 
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仮屋園一徳委員長 

局長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

山田勝委員 

議会事務局の予算をずっとこう、決算を見ていましてね、例えば不用額が、

旅費が大変残ってます。そしてまた、交際費も残ってます。含めてね、使わな

いかんところにね、工夫して使わんのじゃないかなという気がするんですよね。

交際費にしても旅費にしても。だから、例えば交際費、旅費というのはどうい

うのを基準に使ってるんですか。 

早瀬事務局長 

まず、不用額の件でありますが、これにつきましては補正をしてから３月ま

で対応できる旅費を残すということで、特に委員会等での、九州管内の出張が

公用車で行った場合に、本来でありますと、交通機関を使っていた、そういう

部分で極端に２０万が５、６万で済むとか、そういう部分がありまして、執行

残になったところであります。それと交際費につきましては、３０年度の内容

としまして、議長等が出席した会費の負担金というのが２８件、会費がない場

合等の飲み物贈呈、これは焼酎等を出しているわけですが、これが３０件。そ

して慶弔関係が１件、その他としまして、阿久根会等の郷土会、そちらのほう

の土産の負担金が４件というような負担割合となっております。以上です。 

山田勝委員 

例えば、常任委員会で研修に行くでしょう。そのときに行くところに土産を

持って行きますよね。今度は逆に阿久根にも研修に来ていただく場合がありま

すよ、その場合もお土産か何か持ってくるじゃないですか。そういうときの対

応はこの交際費でするんじゃないんですか。 

早瀬事務局長 

土産等につきましては、こちらのほうで負担する部分とあと、一部需用費の

中で対応する部分もございます。 

山田勝委員 

あなたは需用費で対応するのと交際費で対応するのと、どちらが適切だと思

ってるんですか。 

早瀬事務局長 

土産等については、交際費等使いますが、向こうから研修視察に来られたと

きの茶菓子代とか、そういう部分を需用費で賄っているということでございま

す。 

山田勝委員 

何でこう言うかと言うと、交際費が４２万円予算を組んで、１３万７千円残

るということにね、あんまりけちけちけちけちしないで、ちゃんとやっぱりせ

ないかんのじゃないかと私は言いたいんですよ。使こたっがわらか、使わんと

がわらかじゃないです。けちけちしないでやったほうがいいんじゃないですか。

例えば、向こうから来られて、今夜はどっか市比野に泊まるとか、どっかに泊

まるという場合にはですね、焼酎でもやるとか、かねて平生はそういうね、慣

例だったという気がするんですけどね。今、どっかに行ってもね、そんなのは
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ありますよ。どっか研修に行って泊まるんでしたら、この焼酎を飲んでくださ

いというのもありますよ。そういうのも含めてね、やはり官官接待がいかんと

かなんとか言われて、あまり萎縮し過ぎてはね、いいものもよくならないんだ

けど、どうなんですか。 

早瀬事務局長 

研修に来られて、阿久根で宿泊される場合には焼酎等を出しております。以

上です。 

山田勝委員 

そういうことでね、私は何も使ったのが悪いんじゃない、もうちょっと使わ

ないかんところは使わないかんのじゃないかという話をするんですよ。それと

もう一つですね、旅費の中で、この前、去年台湾に、市長の視察のときに局長

が行く、何で局長が行く必要があったのかとこういうふうに言ったんですけれ

どもね。そのほかについても、例えば、議長会に行くときにはもちろん事務局

職員がついて行かないかんですが、議長が何かの理由でですね、議長が議長会

とか何とか、それは当たり前の話ですけど、執行部が計画するのに、一緒に行

ってやるというようなことにはね、果たして事務局職員まで行く必要があるの

かと思ってるんですよ。なんでと言いますと、自分も議長をしたときなるべく

ね、自分１人で行けるところは１人で行ってきましたよ。そういうことで、そ

ういう話をするんですが、どうですか局長、去年の状況は。 

早瀬事務局長 

議長会等の場合は、会の前段で事務局長会というのがありますので、必ず事

務局長が行くようにどこもしております。先ほど言われましたように、議長等

が要望活動等、市の計画によって行かれる場合は、先日の会は議長と議員の方

に行ってもらいましたが、一部市長等の日程が、こちらの日程と、市長部局が

ほかの用事等もあってということで、その辺が合わないときにはこちらのほう

もきちんと随行をつけて出すというような形にしておりますが、あとはまた議

長のほうにお話ししたいと思います。以上です。 

山田勝委員 

最終的にはね、議長が行っがと言えば、行かんて言うがならんとが事務局長

ですよね。でも基本的にそういうのを考えてですね、節約できるところは節約

し、ちゃんとしていかないかんじゃないですかという意味で言うんです。こん

な言いにくいことは言いたくないんですよね、みんな。私は先も長くないし、

自分の体験したことですからね、厳しいことを言いますけどね、以上です。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第１号中、議会事務局所管の事項について審査を一時中止いた

します。 

 

（議会事務局退室、監査事務局入室） 

 

仮屋園一徳委員長 

次に、認定第１号中、監査事務局所管の事項について審査に入ります。 
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局長の説明を求めます。 

監査事務局長 

それでは認定第１号中、監査事務局の所管事項について御説明いたします。 

はじめに、公平委員会費から御説明いたします。 

決算に関する説明書は２９ページ、事項別明細書は２３ページをお開きくだ

さい。 

２款総務費１項１０目公平委員会費の予算現額３１万２千円に対し、支出済

額は、２０万４,３４９円不用額１０万７,６５１円で、執行率は６５.５％と

なっております。 

それでは、各節ごとに、歳出の主なものについて、御説明いたします。 

１節報酬の５万１,３００円は、公平委員３名分の公平委員会、ほか各種会

合への、出会時の報酬であります。９節旅費の１０万１,９２０円は、全国公

平委員会連合会本部研究会等の出会旅費が主なものであります。１９節負担金

補助及び交付金の４万７千円は、決算に関する説明書の、備考欄に記載してあ

ります、県及び全国の公平委員会連合会への負担金並びに会議出席負担金であ

ります。 

次に、監査委員費について御説明いたします。 

決算に関する説明書は３４ページ、事項別明細書は３１ページをお開きくだ

さい。２款総務費６項１目監査委員費は、予算現額１,５４５万８千円に対し、

支出済額は１,５２３万７２円、不用額２２万７,９２８円で、執行率は９８.

５％となっております。 

それでは、各節ごとに、歳出の主なものについて御説明いたします。１節報

酬の１６６万５,６００円は、監査委員２名分の報酬であります。２節給料か

ら４節共済費は、職員２名分の人件費であります。９節旅費の４４万２,９８

０円は、全国及び九州地区等の、監査委員会総会及び研修会等の、出会旅費が

主なものであります。１８節備品購入費の１万８００円は、監査事務局用参考

図書の購入であります。１９節負担金補助及び交付金の４万３千円は、決算に

関する説明書の備考欄に記載してあります九州各市監査委員会ほか３件の会費

負担金と各種会議等の出席負担金であります。 

歳出につきましては、以上であります。 

歳入につきましては、該当がありませんでした。 

以上で、監査事務局の所管事項について、説明を終わります。御審議方よろ

しくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

局長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

白石純一議員 

２９ページ、２款１０項のですね、公平委員会費ですけども、この職員から

の措置の要求ですか、あるいは不服申し立ては実際にこの年度はあったんでし

ょうか。 

薗畑監査事務局長 

過去５年間においてはございません。直近では平成２３年度に１件ございま

した。以上です。 
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仮屋園一徳委員長 

ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ認定第１号中、監査事務局所管の事項について審査を一時中止いた

します。 

 

（選挙管理委員会入室） 

 

仮屋園一徳委員長 

次に、認定第１号中、選挙管理委員会所管の事項について審査に入ります。 

局長の説明を求めます。 

薗畑選挙管理委員会事務局長 

それでは、認定第１号中、選挙管理委員会事務局の所管事項について、歳出

から御説明いたします。 

決算に関する説明書は３３ページ、事項別明細書は２８ページをお開きくだ

さい。２款総務費４項、１目選挙管理委員会費は、予算現額１,００５万４千

円に対し、支出済額９９０万５,７９６円、不用額１４万８,２０４円であり、

執行率は９８.５％となっております。 

それでは、各節ごとに、歳出の主なものについて御説明いたします。 

１節報酬の１８０万７,２００円は、選挙管理委員４名分の報酬であります。

２節給料から４節共済費までは、職員１名分の人件費であります。９節旅費の

１４万８,８１０円は、九州都市選挙管理委員会連合会及び鹿児島県各市選挙

管理委員会連合会総会に係る旅費が主なものであります。１１節需用費の２７

万４,４６４円は、選挙関係書籍追録購入が主なものであります。１９節負担

金補助及び交付金の５万８,１００円は、決算に関する説明書の備考欄に記載

してあります九州都市選挙管理委員会連合会、ほか３件の連合会への負担金及

び会議出席負担金であります。 

次に、２目選挙啓発費につきまして御説明いたします。予算現額１５万７千

円に対し、支出済額１４万６４円、不用額１万６,９３６円であり、執行率は

８９.２％となっております。 

それでは、各節ごとに、歳出の主なものについて御説明いたします。 

８節報償費の５万５千円は、明るい選挙推進協議会委員への各種会合等への

出会謝金であります。１９節負担金補助及び交付金の８万３千円は、県明るい

選挙推進協議会出水支会への負担金であります。 

次に、６目県議会議員選挙費は、本年３月２９日に告示しました県議会議員

選挙の経費のうち、平成３０年度中に執行した経費分であります。予算現額２

２３万７千円に対し、支出済額２０３万５,９８８円、不用額２０万１,０１２

円であり、執行率は９１.０％となっております。 

それでは、各節ごとに、歳出の主なものについて御説明いたします。 

１節報酬の１万６００円は、告示日における、立候補届出の受理に係る選挙

長の報酬であります。３節職員手当等の１４万９,８２３円は、職員の時間外

勤務手当であります。７節賃金の２８万９,５８４円は、臨時職員３人分の賃

金であります。１１節需用費の４９万１,９３０円は、選挙啓発用の横断幕、
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選挙用書籍、事務用品の購入であります。１２節役務費の６５万５,４０８円

は、投票所入場券発送の郵便料であります。１３節委託料の３７万４,０４３

円は、ポスター掲示板設置に係る委託料であります。１９節負担金補助及び交

付金の５万５千円は、県明るい選挙推進協議会出水支会共同啓発事業に係る負

担金であります。 

次に、７目市長選挙費は、昨年１２月２３日に執行しました阿久根市長選挙

に要した経費であります。予算現額９３１万４千円に対し、支出済額８９８万

５,３９８円、不用額３２万８,６０２円であり、執行率は９６.５％となって

おります。 

それでは、各節ごとに、歳出の主なものについて御説明いたします。 

１節報酬の３４６万７千円は、１７投票区の投票所及び期日前投票所の投票

管理者、立会人、投・開票事務従事者等の報酬であります。３節職員手当等の

１４万７,０６４円は、職員及び期日前投票事務従事者の時間外勤務手当であ

ります。 

事項別明細書は、３０ページをお開きください。７節賃金の７７万３,２８

４円は、臨時職員４人分の賃金であります。１１節需用費の９４万３,８７７

円は、入場券、投票用紙、選挙公報の印刷代や選挙用物品の購入が主なもので

あります。１２節役務費の１８８万５,６４８円は、選挙運動用通常ハガキ、

及び投票所入場券発送の、郵便料が主なものであります。１３節委託料の６９

万３１０円は、ポスター掲示場建込及び撤去料が主なものであります。１４節

使用料及び賃借料の２０万５５４円は、投票所の借上料、開票所照明機器借上

料が主なものであります。１９節負担金補助及び交付金の８１万３,５８１円

は、選挙公営費、６８万２,５５９円と、不在者投票指定施設における投票事

務負担金１３万１,０２２円であります。 

以上で、歳出の説明を終わり、次に歳入について御説明いたします。 

決算に関する説明書は１７ページ、事項別明細書は１２ページをお開きくだ

さい。１４款県支出金３項委託金１目総務費委託金４節選挙費委託金の２０３

万６,８４４円は、県議会議員選挙における県の委託費及び在外選挙人名簿登

録事務委託費であります。 

以上で、選挙管理委員会事務局の所管事項についての説明を終わります。御

審議方よろしくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

局長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

牟田学委員 

今回の選挙でですね、投票所がいろいろ変わっておりますけれども、投票所

の変更については苦情とかはなかったですか。 

薗畑選挙管理委員会事務局長 

特段の苦情はなかったです。 

牟田学委員 

ということは、今後の選挙についても今の投票所でするということですか。 

薗畑選挙管理委員会事務局長 

はい、今の状況で行いたいと思います。 
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牟田学委員 

はい、わかりました。 

山田勝委員 

市議会議員選挙はこの予算じゃないですのでね、市長選挙だけ聞くんですが、

投票率は何パーセントでしたか。 

薗畑選挙管理委員会事務局長 

７１.６５％です。 

山田勝委員 

市議会議員もですね、大体こんなところだったんですよね。だから、市長選

挙については興味のない人もいるだろうという気もしとったんですが、市会議

員の選挙もひっくるめて考えますとね、近ごろ行きたくても行けないという人

が多いんですよね。車がない、あるいは場所が遠いとかというようなことで、

だから今後、投票の仕方についてね、私は研究しなきゃならないと思うんです

よ。今、牟田委員との質疑の中で、苦情はなかったよ、何もなかったよじゃな

くて、やはり日本国民として生まれておって、義務と権利の関係からすればで

すね、やはり選挙、投票せないかんという権利があるし、また投票に行かない

かんという義務があるし、投票しなきゃならない自分の考えをちゃんと投票す

るという権利があると思うんですよ。そういうのをね、国民に等しくなるべく

多くの人に参加してもらうように対応せないかんと思うんですが、今、課長の

説明の中で、苦情はなかったですよ、苦情はなかったで終わりじゃなくて、よ

り多くの人に投票していただくようなそういう方法を考えないと私はいけない

と思うんですが、きょうは結論は出ないと思いますよ。でも選挙管理委員会と

かでですね、検討してほしいと思うんですよ。例えば、来れない人のためには、

例えばバスで連れてけえとか、いろんな方法があると思いますけどね、バスに

も乗れない、バス停までも行けないという人もいるんですよ。ですから、例え

ば１週間なら１週間のうちにそれぞれの区長さんのところでですね、投票箱を

胸に下げて、選管の人が一緒にですね、各区を回るとか。そういう投票をして

いただくために、投票していただくんですよ、投票箱を持って。そういうふう

にしないとね、今後投票率は絶対上がらないですよ。これは自分のことに、行

たて入れたいことはやまやまなんですが、行きゃならんでやと言われればな、

どげんでんしてという話しも言えないし。あるいは以前はですね、かるてどげ

んしても行かないかんという日もありましたよ。だから今、病院で入院してる

人、施設に入院してる人というのは、非常に自分の意思のはっきりした人でな

いと投票できないでしょう。そういう時代を迎えて、もう年々投票率が下がっ

てくるという気がするので、これはやっぱりあなた方も、阿久根方式というの

を考えついて、投票率を上げる方法をぜひ研究してほしいと思います。いかが

でございましょうか。 

薗畑選挙管理委員会事務局長 

現在、田代地区並びに隼人地区、大漉も含めますが、そこにつきましてはバ

スの移動手段を利用してもらってるところなんですが、たしかに利用されてい

る方も少ない状況です。今、選挙管理委員のほうに提案していますのが、期日

前投票所の拡充、先ほどおっしゃったように、期日前投票所にも行けないとい

う方もいらっしゃるとは思うんですが、今、選挙管理委員のほうに進言してま
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すのは、期日前投票所の拡充。脇本地区公民館で行う、大川出張所で行う、そ

こは今、検討していただいてるところでございます。 

山田勝委員 

私が言うのはね、そういうできるだけ仕事すごんなかという気持ちじゃなく

て、なくてですよ、阿久根方式というようなね、投票率の上がる方法を考えて

よ。私の言うとおりしたらね、全国レベルであんたたちが放送されますよ、報

道されますよ。そういうのもね、してもいいのじゃないですかと、今やってる

のが悪いて言わん。難儀やっても次の手段を考えてですね、国民の権利を凝視

できるように、義務を凝視できるような形にしてくれることが公務員の仕事で

すから。そこは本当に受けとめてですね、局長と自主的にやってらっしゃる方

もいらっしゃるんで。だから、そこまでやらないとね、行政サービスの徹底じ

ゃないよと私は言うんですよ。すごんなかいぎせんでんいっちょんかんまんて、

じぇんなあたい前くらったっで。だから、そういう気持ちで取り組んでほしい。

お願いします。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第１号中、選挙管理委員会事務局所管の事項について審査を一

時中止いたします。 

 

（選挙管理委員会退室、会計課入室） 

 

仮屋園一徳委員長 

次に、認定第１号中、会計課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

平田会計課長 

それでは、会計課所管の事項について御説明します。 

決算に関する説明書及び事項別明細書に基づき歳出から御説明します。 

決算に関する説明書は２６ページ、事項別明細書は２１ページをお開きくだ

さい。 

第２款総務費１項総務管理費６目会計管理費でありますが、予算額４９万６

千円に対し、支出済額４３万２,０９１円、不用額６万３,９０９円であり、執

行率は８７.１２％であります。支出の主な内容についてでありますが、まず、

９節旅費の支出済額５万４,５６０円は、県都市会計管理者会や会計事務研修

会などの出席に伴う旅費であります。次に、１１節需用費の支出済額１２万５,

８１５円は、図書追録代や事務用品購入などが主なものであります。１２節役

務費の支出済額１８万８,３５６円は、口座振込みでの支払いに係るデータの

伝送システム利用手数料１２万９,６００円及びその電話料が主なものであり

ます。１９節負担金補助及び交付金の支出済額５万２,５６０円は、県都市会

計管理者会の負担金や会計事務研修会等の出席負担金であります。 

次に、決算に関する説明書は６７ページ、事項別明細書は６８ページをお開

きください。第１２款１項公債費２目利子２３節償還金利子及び割引料の予算

額７,１３５万６千円のうち、会計課所管分の予算額は５８万５千円でありま
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すが、一時借入の必要がなかったため、支出はありません。 

次に歳入について、御説明します。 

決算に関する説明書は２０ページを、事項別明細書は１６ページをお開きく

ださい。第１９款諸収入２項１目市預金利子１節預金利子の収入済額３３万１,

２８２円は、歳計現金の預金利子であります。 

以上で、説明を終わりますが、御審議方、よろしくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

質疑ありませんか。 

なければ認定第１号中、会計課所管の事項について審査を一時中止いたしま

す。 

 

（会計課退室、スポーツ推進課入室） 

 

仮屋園一徳委員長 

次に、認定第１号中、スポーツ推進課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

小中スポーツ推進課長 

スポーツ推進課所管の事項について御説明いたします。 

初めに、主要事業の成果説明書の中から主なものを御説明いたします。 

主要事業の成果説明書の２２７ページをお開きください。あくねボンタンロ

ードレース大会については、第３５回の記念大会としてゲストランナーに谷口

浩美さんをお迎えし、開催しました。近年、ほかの大会と競合するようになっ

てから減少傾向でありましたが、本大会には２,２９１人の参加があり前年度

より１７２人増加いたしました。また、特産品フェアを雨天練習場の中から外

に移動して開催したことで賑わいのある会場となったところです。 

次に２２９ページのＢ＆Ｇ海洋センター体育館改修事業は、Ｂ＆Ｇ財団から

の助成金２,４１０万円をいただき、７,８５１万２千円の事業費で実施しまし

た。改修内容としましては、外壁塗装や屋根防水のほか、音響改修、床改修、

ＬＥＤ照明及びトイレ・シャワー室の改修などを行い、施設利用者の利便性向

上が図られたところです。 

２３０ページの総合体育館空調設備修繕は、２機ある空調設備のうち１機を

昨年に引き続き実施しました。設置後２０年以上が経過していたことから、故

障する頻度も高く、その都度修繕等を行っていましたが、改修によりトラブル

も解消され、施設利用者の利便性向上に寄与したほか、来年の国体開催に備え

た環境整備が図られたところです。 

次に、決算に関する説明書及び事項別明細書に基づき主なものについて、歳

出から御説明します。 

事項別明細書６５ページ、決算に関する説明書６４ページをお願いします。 

１０款教育費６項保健体育費１目保健体育総務費は、予算現額９,４２２万

２千円に対し、支出済額９,３３７万２,６６０円で、９９.１％の執行率であ
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ります。１節報酬１８２万９,２００円は、スポーツ推進委員の委員報酬と地

域おこし協力隊１名の嘱託員等報酬であります２節給料から４節共済費までの

支出済額は、職員５名分の人件費であります。１４節使用料及び賃借料５８万

１,６２８円は、地域おこし協力隊の住宅使用料が主なものであります。１９

節負担金補助及び交付金１,４６５万６,３８３円は、決算に関する説明書の６

５ページにかけて記載してあります各協議会等への負担金のほか、競技会等参

加補助金及び合宿等誘致推進補助金であります。 

２５節積立金４,０１０万５４８円は、国民体育大会運営等基金への積立金

であります。なお、かごしま国体については、昨年６月に燃ゆる感動かごしま

国体阿久根市実行委員会の第２回総会を開催し、平成３０年度の事業計画及び

収支予算書を承認いただき、これに基づき事業執行を行ってまいりました。主

な事業としましては、６つの専門委員会において、基本計画等に基づく各種実

施要項等を策定するとともに、先進地の視察研修、横断幕や啓発グッズの作成、

絵画コンクールなどの広報活動を行うほか、競技会場の設計業務などを実施し

たところです。本年度は、スポーツ推進課内に国体係が設置され、現在、係を

中心に準備を進めていますが、デモンストレーションスポーツのビーチフラッ

グス大会と遠泳のリハーサル大会を既に実施しております。また、ボクシング

競技のリハーサル大会として１１月には第８９回全日本ボクシング選手権を開

催する予定でありますので、これらのリハーサル大会の実施を踏まえ、反省や

検証を行いながら、来年度の国体に万全の体制を整えてまいりたいと考えてお

ります。 

次に、１０款６項２目体育施設費は、予算現額７,３５８万９千円に対し、

支出済額７,２２１万４,８６９円で、９８.１３％の執行率であります。１節

報酬４０２万６,８８８円は、体育指導・施設管理嘱託員２名分の報酬であり

ます。７節賃金１６８万６,９６１円は、臨時職員１名分の賃金であります。 

事項別明細書は６６ページをお願いします。１１節需用費３,７７４万１,３

０３円は、消耗品や電気水道料の光熱水費のほか、修繕料が主なものであり、

修繕料のうち総合体育館の空調設備吸収冷温水機１号機の修繕として２,１６

０万円を支出しております。１３節委託料２,１７８万５,９４７円は、決算に

関する説明書に記載の委託料で、除草管理業務、浄化槽清掃業務、樹木管理業

務など総合運動公園内の施設の維持管理業務が主なものであります。１５節工

事請負費１９９万８千円は、総合体育館２階トイレ改修工事を実施しました。 

決算に関する説明書は６６ページをお願いします。１８節備品購入費３２９

万６,８０８円は、バレーボールネット及び支柱のほか、野球用防球ネット、

トレーニング機器１台などの購入であります。 

次に、１０款６項３目海洋センター管理費は、予算現額９,５３８万６千円

に対し、支出済額９,４６７万３,４８１円で、９９.２５％の執行率でありま

す。８節報償費１４２万１千４円は、チャレンジアップスイミングや水泳教室

に係る講師謝金が主なものであります。１１節需用費４３０万２,３８１円は、

Ｂ＆Ｇ体育館及びプールの光熱水費や燃料費が主なものであります。１３節委

託料９５５万６,９６３円は、施設の維持管理に関する業務のほか、プール一

般開放監視業務及びＢ＆Ｇ海洋センタープール木質バイオマスボイラー設置工

事設計業務の費用であります。１５節工事請負費７,８５１万２千円は、Ｂ＆
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Ｇ海洋センター体育館改修工事費であります。 

次に歳入について説明いたします。 

事項別明細書６ページ、決算に関する説明書１１ページをお願いします。１

２款使用料及び手数料１項７目教育使用料５節保健体育使用料５８０万９,０

８５円のうち学校給食センター占用料１,１００円を除く収入済額で、総合運

動公園及び海洋センターの施設使用料と照明施設使用料等であります。 

事項別明細書１３ページ、決算に関する説明書１９ページをお願いします。

１５款財産収入１項２目利子及び配当金１節利子及び配当金のうち、スポーツ

推進課所管は、決算に関する説明書の基金利子の一番下、国民体育大会運営等

基金１０万５４８円であります。 

事項別明細書１７ページ、決算に関する説明書２１ページをお願いします。

１９款諸収入５項４目雑入２０節雑入の収入済額のうち、スポーツ推進課所管

分の合計額は、２,５１８万３,７８４円で、海洋センター水泳教室参加料、総

合運動公園自動販売機電気料、原子力立地給付金などのほか、決算に関する説

明書２２ページの中段に記載のＢ＆Ｇ海洋センター体育館改修工事などに対す

るＢ＆Ｇ財団からの助成金２,４１２万２,６７６円が主なものであります。 

事項別明細書１８ページ、決算に関する説明書２４ページをお願いします。

２０款市債１項９目教育債５節保健体育債５,４４０万円は、Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター体育館改修工事に充当した過疎債であります。 

以上で説明を終わりますが、よろしくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

牟田学委員 

決算に関する説明書の６５ページ。国民体育大会運営基金なんですが、今現

在幾らになっているんですか。 

小中スポーツ推進課長 

今年度の積立を終りまして、合計で基金総額は１億２千万です。 

牟田学委員 

わかりました。 

山田勝委員 

保健体育総務費の中のですね、負担金補助及び交付金ということで、それぞ

れもろもろ大会がありますけれども、この阿久根市はスポーツを振興すること

によって観光するということでですね、一生懸命補助をしたり、あるいは施設

を拡充したりしながらやってるんですが、阿久根市に１年間に何人くらいの人

がね、このイベントに参加して、市外からですよ、含めてでもいいですから参

加しているか把握したことがありますか。 

小中スポーツ推進課長 

厳密に合宿、誘致等の補助金を支出している数で、集計で申し上げますと、

平成３０年度が５団体、５つの高校、大学関係の学校がお見えになっておりま

す。それで、宿泊数と人数を掛け合わせたときが、延べで２,７１８人でござ

います。ちなみに、平成２９年度が７団体で、延べ宿泊数が２,８９９人とい
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う状況であります。以上です。 

山田勝委員 

それぞれの自治体がいろんなイベントをやってるから、そういう形で人もそ

こに集まってくるんですよ。そういう中で阿久根市は早くからやってるんだけ

ども、なかなか伸びないかなという気もするんですよ。だから１つは、例えば

ですよ、パルティーダのサッカーの人は、阿久根の人が主宰をしてやってるけ

ど、今はほとんど長島の客になってるよね。把握しているの、そういうところ。 

小中スポーツ推進課長 

すみません、もう一度。 

山田勝委員 

サッカーにね、パルティーダというチームがありますよね。御存じですか。 

小中スポーツ推進課長 

はい。 

山田勝委員 

そこの人が、遠くは東京あるいは東北からもですね、来ますよこちらに、合

宿に、夏休みとかゴールデンウィークとかというときにね。でもそのときのイ

ベントはほとんど長島の川床にある運動公園でやって、いろんなお手伝いをし

ていただいて、準備して、阿久根市の人がやってるけれども阿久根市が、あな

たがじゃないよ、阿久根市がちゃんとしていなかったから長島にはってかれた

ということなんだが、そういうところは把握しているの。 

小中スポーツ推進課長 

パルティーダ単独の練習というのは、うちの施設を使って練習している状況

は知っておりますけれども、そういった関係で長島のほうに合宿とかそういう

関係で行かれてるということは、そこまで中身は知らなかったところです。 

山田勝委員 

知らなかったんじゃなくて、そういうのも知る努力もしないでね、何ができ

るのと言いたいんですよ。すごい人数ですよ。しかもほとんど泊りですよ。だ

から、川床のコミュニティー施設があるんでそこに合宿をして、そして非常に

駐車場も長島町はつくってくれましたよ、上も下も駐車場をつくってですね、

そういう大会ができるような仕組みでやってるんですが、そういうせっかく阿

久根にあるのをね、調査不足、実態を知らないあなた方がですね、結局阿久根

の財産を長島に持っていかれるということになるんですが、あなたは初めて知

ったということでしょ、結局こういうことを。初めて知ったんですか。 

小中スポーツ推進課長 

今の話については初めて聞いたところですけれども、合宿については各自治

体が競合するような形で、いろいろ取り組みをやっておりますので、阿久根市

としてもそれの環境整備を行いながら、そういったことに力を注いでいかない

といけないのではないかというふうには考えております。 

山田勝委員 

もうそのことについてはね、もう手遅れだ。１０年前から阿久根市にアプロ

ーチしたけど、アプローチしたけど阿久根市は取り組まなかったわけやっで、

何にもしてくれない。例えば、阿久根高校の跡、あそこを貸してくれんか、グ

ラウンドを貸してくれんか、それも貸せない。だからしょうがないからはって
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かるしかないですね。だからそういう後手、後手、後手ですよ。後手、後手、

後手。だからそういうのを自分のことにして、ちったいっ魂を入れてね、やら

ないと、あなたや大下本補佐ですか、そして大漉係長がおりますよ。大漉君は

特に新しい頭脳で頑張ってやってくれないと、せっかくの財産をね、阿久根か

らほかのとこいさい持ってはってかれれば困る。彼らは長島でしたり、高尾野

でしたりするんですよ。残念で残念でたまらない。だからそういう意味でどれ

くらいの人がスポーツ観光で阿久根に来ているんですかという話しをするのは

そういうことなんですよ。私がこれだけ言ってもどうするかはあとはあんたた

ちが考えているかわからないけど、また来年、私もここに来たら聞きますよ。

以上です。 

白石純一委員 

主要事業の成果説明書の２２７ページ、阿久根ボンタンロードレース大会で

すけど、これは以前も委員会で申し上げたんですが、大変歴史のある大会で、

当時数十年前は確かにロードレースという言い方もほかの大会でもありました

が、今ですね、ロードレースというのをネットで検索すると、ほとんど出てく

るのはサイクリング、自転車のロードレース大会のことです。マラソンと言う

とフルマラソンではないということでマラソンという言葉は使わないというこ

とも考えられますが、よその事例を見ると、１０キロあるいはハーフの大会で

もマラソンという言葉はよく使われて、大会名ですね、使われております。こ

のロードレースという言葉、時代と共に伝統を守るということだけではなくて、

より多くのランナーを集めるためには変更も検討する余地はあるんじゃないか

と思うと前も申したことがあるんですが、その点は検討はされたでしょうか。 

小中スポーツ推進課長 

ボンタンロードレース大会についてはことしで３６回目ということで、伝統

のある大会となっているところで、名称についてもボンタンロードレース大会、

ボンタンという言い方で参加者はよく参加をされるんですけれども、定着して

いる名称ではないかというふうに考えております。たしかに自転車ロードの名

称とか多く使われておりますし、他のマラソン大会でもまだロードレースとい

う言葉を使っている大会もあるんですけれども、今後、その大会の中身を大き

く模様替えするとか、大きく変更する段階で名称を検討することも必要なのか

なあというふうには考えております。部内でも話をしましたけれども、しばら

くはまだボンタンロードレース大会という名称を使っていったほうがいいんじ

ゃないかということと、実行委員会のほうにも少し話をさせていただきました

けれども、当分はこのボンタンロードレースという名称でいいんではないかと

いう御意見等もいただいたところですので、そういった大きな変更等に合わせ

て検討するというのを一つの考え方としてはあるのではないかと思ってます。 

白石純一委員 

ランナーが集まらないと苦慮されているわけですから、ただ伝統にあぐらを

かいて変えないということでは、本当に参加者もじり貧になっていく可能性が

ありますので、その辺りはより集客ということを考えれば積極的な名称の変更

も私はするべきだと思いますので、その辺りも考慮いただければと思います。

以上です。 

牟田学委員 
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先ほどの山田委員の発言ではないんですけれども、今度の夏、武道館でボク

シングの合宿があったんですよね。それはご存じでしたか。 

小中スポーツ推進課長  

はい、知っております。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第１号中、スポーツ推進課所管の事項について審査を一時中止

いたします。 

この際暫時休憩します。 

（スポーツ推進課退室） 

 

（休憩 １１：０９～１１：２０） 

 

（総務課入室） 

仮屋園一徳委員長 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

次に、認定第１号中、総務課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

松﨑総務課長 

認定第１号のうち、総務課所管分について御説明申し上げます。 

初めに、主要事業の成果説明書のほうの主なものを御説明いたしますので、

成果説明書のほうの１ページをお願いいたします。 

２款１項２目の職員研修については、職員の事務処理、政策形成能力等の向

上を目的に実施をしております。３０年度は、これまでの委託研修、独自研修

に加え、副市長による研修会、総務省への研修派遣等を実施し、職務に対する

意識を高め、事務処理の改善に取り組んだところです。また課題にも、記載し

ておりますが、採用後５年以内の職員数が、全体の４分の１を超えており、継

続した研修体制が必要と考えております。 

次に、２ページをお願いします。２款１項１６目庁舎管理費の市庁舎長寿命

化計画調査業務は、築４０年以上経過しました庁舎を現状分析等を行い、今後

の庁舎のあり方等について調査したものです。調査内容としまして、建物の劣

化診断、利用状況調査等を９０７万２千円で実施をしております。事業の成果

欄に記載しておりますが、外壁の爆裂、屋上防水補修の必要性のほか、庁舎建

物の地盤沈下が明らかとなっております。課題に掲げていますが、地盤沈下の

経年劣化を今後５年間行いながら、最小限の改修を行い、令和４年度以降に今

後の庁舎整備の方向性を明確にすることとしております。 

３ページをお願いします。９款１項４目災害対策費、災害対策用備蓄につい

て、事業実施状況の欄になりますが、避難者等を１,５００人と想定し、３日

分の食糧、飲料水、毛布、災害時袋式トイレなどの生活必需品、ブルーシート

等の資機材など記載のとおり備蓄を進めております。成果としまして、備蓄計

画に基づき、一部を除き、目標数量の備蓄が完了し、避難対応の推進につきま

して、県内でもトップクラスの備蓄状況となっております。課題としまして、
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使用期限のあるものは今後計画的に更新していく必要があること、また引き続

き、家庭内の備蓄、事業所等の企業内備蓄についても啓発を行っていく必要が

あると考えております。 

４ページをお願いします。同じく災害対策費の防災行政無線デジタル化整備

事業であります。電波法の改正等により防災行政無線のデジタル化を平成３０

年度から３年間かけて整備をするものであります。事業実施状況としまして、

整備工事及び施工監理業務委託であり、成果としまして、３０年度末の事業進

捗率は約４２％となっております。現状と課題にありますが、本事業について

は、専門性が高い基幹系部分と、市内の事業者で対応可能な建柱部分を分離し

て発注し、来年度まで事業の進行管理を行っていくこととしております。 

次は５ページになりますが、同じく災害対策費の阿久根市Ｊアラート新型受

信機更新事業であります。令和元年度以降も国からの緊急情報を受信し、防災

行政無線を自動起動させることができるようＪアラートを新型受信機に更新し

たものであります。 

次に、８ページをお願いいたします。２款１項１目一般管理費の集落支援員

については、３０年度からの取組で、事業実施状況にありますとおり、７月か

ら１名を雇用し、各集落の巡回、点検活動等を通じ、地域の課題等について主

に区長の皆さんから意見を聞きとりながら、地域の状況把握を行っております。

現状と課題の最後のところに記載しておりますが、まずはモデル地区を選定し、

地域で話し合い活動を実施していただく取組が必要と考えております。 

以上で主要事業の成果説明書を終わりまして、決算に関する説明書及び歳入

歳出決算事項別明細書に基づき主なものについて、御説明をいたします。 

決算に関する説明書は２５ページをお願いいたします。事項別明細書は１９

ページお願いいたします。 

それでは、歳出から御説明いたします。なお、節の金額については支出済額

の欄で御説明いたします。 

第２款総務費１項１目一般管理費の予算現額５億７,５６１万２千円に対し

て、支出済額は５億６,９８７万９,２７９円で、執行率は９９％であります。

１節報酬の２,０６９万５,１２０円は、行政事務連絡員７７人分の報酬、電話

交換・放送業務等嘱託員３人分、集落支援員の報酬が主なものであります。２

節給料から４節共済費までは特別職２名と職員の人件費でありますが、３節職

員手当等の２億６,８５７万円余りの中には、特別職及び一般職員の退職手当

に係る県市町村総合事務組合負担金１億７,４０８万円が含まれております。 

事項別明細は２０ページをお願いします。９節旅費は、特別職を含む職員分

の普通旅費でありますが、不用額の１０３万円余りは、公用車利用や割引航空

券の活用による執行残が主なものであり、１０節は市長の交際費、１３節委託

料の３２６万３１４円は、職員の健康審査業務委託料のほか、顧問弁護士の委

託料が主なものであります。１９節負担金補助及び交付金の３,３８４万８,５

６１円の主なものは、各種団体への負担金や、決算に関する説明書は２６ペー

ジをお願いいたします。上から６行目になりますけれども、県から派遣を受け

ている職員２人分の給与等に係る負担金、区長会の運営補助金であります。２

５節積立金は、退職手当準備基金に積み立てるものであり、退職手当に係る総

合事務組合負担金の精算等に備えて、１千万円と利子分を積み立てたものであ
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ります。なお、平成３０年度末の退職手当準備基金残高は、１億４,１６６万

６,４０２円となっております。 

次に、２目職員研修費は、予算現額６１４万７千円に対して、支出済額は４

４９万８２８円、執行率は７３.０６％となっております。９節旅費の支出済

額４１１万２,５２４円は、平成３０年度からの総務省への派遣旅費のほか、

市町村アカデミーなど県外への研修参加に係る旅費が主なもので、１３節委託

料については、執行率が低くなっておりますが、外部講師によらず、副市長、

財政課長等による独自研修を実施したことによるものであります。１９節の３

３万７,０２４円は、県自治研修センター研修や市町村アカデミー研修などに

係る負担金が主なものであります。 

次に、３目広報費は、予算現額２,１９３万９千円に対して、支出済額２,０

７８万５,５８８円で、執行率は９４.７４％であります。このうち、１１節需

用費の３６０万４,９１３円は、広報あくねの発行に係る印刷代が主なもので

す。 

事項別明細書は２１ページをお願いいたします。１２節役務費の８０万９,

８０３円は、広報あくねの発送経費が主なもので、１９節負担金補助及び交付

金の２４万６,２４０円の主なものは、広報用放送施設整備事業補助金により、

各区の戸別受信機の購入助成をしたものであります。２５節積立金の１,６０

０万３,０１２円は、各区の広報用放送施設改修設置補助金分として、地域振

興基金に積み立てたものです。 

次に、４目文書費は、予算現額５９３万１千円に対して、支出済額は５６１

万２,４７３円、執行率は９４.６３％であります。このうち、１３節委託料の

１２８万５,２００円は、例規集のデータ更新業務委託料、１４節使用料及び

賃借料の３６５万７,２０４円の主なものは、例規執務システム使用料と印刷

機、プリンター複合機等のリース料であります。 

決算に関する説明書は２７ページになります。事項別明細書は２１ページか

ら２２ページにかけてとなりますが、７目財産管理費は予算現額６億３,０３

２万２千円、支出済額６億２,６７０万７,６０３円。このうち総務課所管の公

用車の管理に係るものは、予算現額２,４１１万８千円、支出済額は２,２１８

万５,０３７円であり、執行率は９１.９９％であります。主なものは、７節賃

金１８５万８,９８６円のうち、総務課所管分は１７２万２,１５０円で、３０

年度からマイクロバス等の運転について臨時職員を雇用して運行しております。

１１節需用費の支出済額１,１４７万７,６３６円のうち、総務課分は１,１３

２万９,２４５円で、公用車の燃料代、修繕料などであり、１２節役務費の４

８７万４,６００円のうち総務課分４４３万８,１８５円は公用車の自動車損害

保険料及び車検整備等の手数料などであります。１４節の１４７万９,８２０

円のうち１４６万９,０２０円は、職員等の出張時の高速道路のＥＴＣ利用料

金です。１８節の２２４万６,４００円は、議会、議長用等として公用車を購

入したものであります。 

次に、決算に関する説明書は２９ページをお願いします。事項別明細書は２

４ページになりますが、１３目交通安全対策費は、予算現額３２３万９千円に

対して、支出済額は２９８万５,６２１円で、執行率は９２.１８％であります。

このうち、１節の１８１万１,４００円は、交通安全指導等嘱託員の報酬が主
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なものであり、１９節の４５万２,１００円の主なものは、阿久根地区交通安

全協会等への負担金であります。 

説明書は３０ページをお願いします。１６目庁舎管理費は、予算現額４,３

７２万８千円に対して、支出済額は４,３２４万２,３５６円で、執行率は９８.

８９％であります。このうち、１節の１８０万５,７０２円は庁舎・公用車管

理員の報酬、７節の４９５万３,２００円は庁舎警備員３人分の賃金でありま

す。 

事項別明細書は２５ページをお願いいたします。１１節需用費の１,６５５

万８,５８４円は、庁舎における光熱水費と燃料費が主なものであり、１３節

委託料の１,７８７万４,７１２円は、浄化槽や庁舎の清掃業務、冷暖房機保守

点検業務のほか、主要事業でも申し上げました庁舎長寿命化計画調査業務９０

７万２千円が主なものであります。 

次に、１７目電算管理費は予算現額９,７８０万４千円に対して、支出済額

は９,６８０万９,８５５円で、執行率は９８.９８％であります。このうち、

７節賃金の９８万７,６０４円は電算関係の臨時職員１名分であり、１１節需

用費の１,３４７万５,５１６円は、電算関係の消耗品等の購入費が主なもので

あります。１２節役務費の７４０万１,４５７円は、庁舎及び庁外施設等の電

算専用回線使用料が主なものであります。１３節の１,４３１万９,１８０円は、

電算システム等保守点検業務が主なものであり、１４節使用料及び賃借料の４,

０２０万６,９７７円は、システム機器やパソコン等のリース料が主なもので

あります。１９節負担金補助及び交付金の２,００１万４,０５２円は、電算シ

ステムサポート負担金等が主なものであります。 

説明書は３２ページになります。事項別明細書は２７ページをお願いします。

２項１目税務総務費のうち、総務課所管に係るものは、固定資産評価審査委員

会委員の報酬及び旅費であり、平成３０年度は研修会を１回開催をしておりま

す。 

次に、決算に関する説明書は５６ページをお願いします。事項別明細書は５

７ページになります。第９款消防費１項４目災害対策費は、当初予算額２億５,

４３８万４千円、補正額５,４２８万４千円の減額、予算現額２億１０万円に

対して、支出済額は１億９,７６７万１,２２１円で、執行率は９８.７９％で

あります。このうち、予算現額１００万円は、総務課消防係の予算であります。

また、補正予算の内訳としまして、昨年第３回定例会で災害備蓄として１,５

００万円の増額補正、本年第１回定例会で防災行政無線デジタル化整備事業の

入札残等で、６,９２８万４千円の減額を行っており、差引５,４２８万４千円

の減となったものであります。１１節需用費の支出済額１,１１５万８,０６０

円のうち、１,１１３万８,１４５円が総務課所管分であり、災害備蓄として食

糧、飲料水、ブルーシートなどの資機材などの購入を行ったものであります。 

決算に関する説明書は５７ページをお願いします。事項別明細書は５８ペー

ジになります。１３節委託料の９２０万７千円は、防災行政無線デジタル化整

備工事監理業務、J－アラート新型受信機更新業務が主なものであります。１

５節工事請負費１億７,３７９万円は、防災行政無線デジタル化整備工事費用

です。１９節の１０９万９,７１６円の主なものは、県消防・防災ヘリコプタ

ー運航連絡協議会等への負担金であります。 
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以上で歳出を終わりまして、次は歳入について御説明いたします。 

決算に関する説明書は９ページをお願いします。事項別明細書は４ページを

お開きください。説明につきましては、決算に関する説明書の備考欄を中心に

御説明をいたします。 

第１２款使用料及び手数料１項１目総務使用料のうち、総務課分は庁舎使用

料６７万８,４６５円であります。 

次に、説明書は１７ページになりますが、第１４款県支出金２項８目消防費

県補助金１２万８,５０８円は、原子力発電施設等緊急時安全対策交付金であ

り、原子力研修講座への参加旅費及び原子力防災訓練時の消耗品費に充当した

ものであります。 

次に、説明書は１８ページをお願いいたします。第１５款財産収入１項１目

財産貸付収入のうち、総務課分は自動販売機の設置に係る庁舎の貸付料１１６

万３,０８０円であります。 

次に、説明書は１９ページをお開きください。１５款２項２目物品売払収入

５０万６千円は、公用車２台の売払い金であります。 

次に、説明書は２１ページから２３ページにかけてでありますが、第１９款

諸収入５項４目雑入のうち、説明書の備考欄の総務課分の主なものについて御

説明いたします。説明書２１ページの下から９行目の庁舎貸付自動販売機電気

料は、市民ホールに設置をしております自動販売機の電気料であります。説明

書２２ページの備考欄の上から８行目の県政かわら版配布手数料は、県からの

交付、その下の職員健康診断大腸がん等の検診助成金は、市町村職員共済組合

から、検診受診者１人につき１千円の助成があったものであります。その下の

原子力立地給付金のうち、総務課分は、庁舎電気消費量及び防災行政無線電気

消費量に対して、九州電力から１１万９,８０８円を給付されております。そ

の６行下の水道課貸与パソコン使用料は、公営企業として水道課の使用に係る

ものであり、８行下の広報あくね広告料は、１７事業者等の、その下のホーム

ページ広告料は、３事業者等のそれぞれの広告料であります。その３行下と４

行下の職員給与費等負担金は、後期高齢者医療広域連合への派遣職員１名と県

への派遣職員２名の計３名に係る給与費等について、それぞれ広域連合と県が

負担したものであります。その８行下の庁舎案内板広告料は、本庁舎正面入口

に設置してある案内板の広告料であります。 

説明書は２３ページをお願いいたしますけれども、４行目になりますけれど

も、自動販売機設置負担金は、市民ホールの自動販売機の設置に係る事業者の

負担金であります。 

説明書の２４ページになりますけれども、第２０款市債１項８目消防債の収

入済額１億８,１７０万円は、防災行政無線デジタル化事業及び全国瞬時警報

システム整備事業に充当したものでございます。 

以上で説明を終わりますが、どうぞよろしくお願いします。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

白石純一委員 
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主要事業の成果説明書の８ページ。集落支援の現状と課題のところの一番下、

まずはモデル地区を一つ選定しというのは、実際その選定は済んでるんでしょ

うか。 

松﨑総務課長 

本年度におきまして、現在、赤瀬川地区自治会をモデルケースとして、今、

準備を進めてるというところでございます。以上であります。 

白石純一委員 

赤瀬川地区自治会を選んだ何か理由は、あれば教えてください。 

松﨑総務課長 

具体的な理由としましては、先ほども説明の中で申し上げましたけれども、

集落支援員が区長さんとの御意見を聞きながら話を進めていく中で、赤瀬川地

区については非常に積極的な動きがあったということから、まずは赤瀬川地区

をモデルケースとして進めていこうということで予定をしているものでありま

す。 

白石純一委員 

次の質問ですが、事項別明細書の２５ページ。２款１項１６目１１節の需用

費、これに庁舎の電気、光熱費が含まれていたかと思うんですが、ここ数年、

私は予算のときに、庁舎の光熱費、電気料については新電力も含めた入札も考

えるべきではないかという提案をしてきたんですが、それに対する直近のお答

えは、長寿命化の結果も踏まえて、どういうエネルギーミックスがいいのか、

どういう業者、新電力に変えるべきかということも、新電力も含めた検討もす

べきかということを考えていきたいという回答だったと思うんですが、現状、

その辺りはどうなってますでしょうか。 

松﨑総務課長 

今、委員から御指摘がありましたように、庁舎の改修を先ほど申し上げまし

たように、本年度から準備をしているところでございます。その中で、エネル

ギー電力につきましても消耗品等、電気料につきましてどういう節減効果があ

るかも含めて検討を進めていくべきであると考えております。 

白石純一委員 

入札をして、仮にその新電力が入札でより安価な料金を提示する場合もです

ね、特に私の理解ではハードは何も新しくする必要はないし、現状の設備で十

分電力業者は変更できるものだという理解していますが、その点はいかがでし

ょうか。 

松﨑総務課長 

今、委員の御意見のとおりだというふうに認識しております。 

白石純一委員 

それではですね、少しでも安く市民のために、少しでも安価な電気料を確保

するために、入札による電気料金を、業者を選定すべきではないかと、早急に

ですね、すべきではないかと思うんですが、その点はどのようにお考えですか。 

松﨑総務課長 

電気料金につきましては需用費の中でも非常に大きな金額を占めております。

昨年５月に、新電力の会社から御提案がありまして、その中で、２９年度の電

気料の実績の中で検証していただいたわけなんですけれども、その中で、庁舎
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については約６％の電気料の減額を見込める。それから総合体育館については

約２５％の減額が見込める。また、給食センターについても約１７％の減額が

見込まれるという試算が出ているところであります。今後、庁舎をはじめとし

まして、どういう形で新電力の入札が効果的なのかも含めて検討してまいりた

いというふうに考えております。 

白石純一委員 

新電力に必ずしも切り替える必要はないと思うんですが、入札をすることに

よってですね、当然競争力が働くわけですから、やはり少しでも安価な光熱費、

電気代ということはやっぱり市民も望んでいると思うので、その辺りは積極的

に検討していただきたいと思います。以上です。 

仮屋園一徳委員長 

ほかにありませんか。 

竹之内和満委員 

決算に関する説明書の５７ページ、９款１項４目の災害対策費の５７ページ

のほうで、防災行政無線デジタル化整備事業というのは各区の防災無線につい

てでしょうか。 

松﨑総務課長 

ただいま委員が御指摘された部分については、こちらの庁舎側の基幹系のデ

ジタル化の整備事業費であります。 

竹之内和満委員 

それでは、区のほうのアナログで、デジタル対応できていない各区の防災無

線の整備のほうは、これからどういう予定でやっていくのでしょうか。 

松﨑総務課長 

各区が設置、管理をされています公用放送施設の整備については、平成３０

年度からの予定で進めておりましたけれども、本年度から７区を予定しており

ます。これにつきましては、令和４年度まですべての対象となる区について、

整備を進めていく予定としております。以上であります。 

竹之内和満委員 

了解しました。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第１号中、総務課所管の事項について審査を一時中止いたしま

す。 

 

○認定第４号 平成３０年度阿久根市歳入歳出決算認定について（交通災害共済

特別会計） 

仮屋園一徳委員長 

次に、認定第４号を議題とし、審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

松﨑総務課長 

認定第４号につきまして、御説明いたします。 

はじめに、主要事業の成果説明書のほうの６ページをお開きください。 
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交通災害共済事業の目的としまして、交通事故による被害を受けた方々を救

済するための共済制度として、昭和４２年度から開始されております。事業実

施状況としまして、平成３０年度の加入者が１万１６４人であり、加入者は減

少傾向であります。２の見舞金については、死亡見舞金が１００万円、傷害見

舞金として、基本額１万円に入院、通院それぞれ１日ごとに記載のとおりの金

額を加算した額を見舞金として支給をするものです。成果に記載しております

が、平成３０年度は、２３件の交通災害に対し１４８万９千円の共済見舞金を

支給しました。内訳は右に記載のとおりです。昨年は死亡見舞金はなかったと

ころであります。現状と課題として、共済見舞金の請求者の８割以上が６０歳

以上であることから、交通事故の減少に向けた交通安全教室、また各種啓発活

動を引き続き実施していくことが必要と考えております。 

次に、７ページをごらんください。交通安全街路灯整備事業については、市

の防犯組合連絡協議会が管理する防犯灯を交通安全街路灯と位置づけ、ＬＥＤ

灯に改修するため協議会に改修経費を補助し、地域の交通安全を図るものであ

ります。実施状況として、総事業、補助額とも９５万５,８００円で、市内１

５カ所の交通安全街路灯について、ＬＥＤ灯に改修しております。 

それでは、特別会計の決算に関する説明書の１ページをお願いいたします。 

１ページの中ほどの交通災害共済特別会計の欄をごらんください。歳入総額

が４４７万２,６５８円、歳出総額が３３０万４９５円、歳入歳出差引額が１

１７万２,１６３円の黒字であり、翌年度への繰り越しもなかったことから、

実質収支は同額であります。基金への積立額は、２０万８６０円となっており

ます。 

決算に関する説明書は１８ページをお願いいたします。事項別明細書は２３

ページになります。歳出について御説明申し上げます。第１款１項１目事業費

は、予算現額４７７万１千円に対して、支出済額は３０９万９,６３５円であ

り、執行率は６４.９７％でありました。 

以下、節ごとにその主なものについて御説明いたします。 

８節報償費の支出済額３１万８,６２０円は、共済会費の区長取りまとめ謝

金であります。１１節需用費の支出済額１３万１,８５８円は、加入申込書の

送付用の封筒のほか、加入申込書の印刷経費が主なものであり、１２節役務費

の支出済額１４万３５７円は、郵便料及び金融機関の窓口収納手数料でありま

す。１９節負担金補助及び交付金の支出済額２５０万８,８００円は、２３件

の交通災害共済傷害見舞金１４８万９千円と平成２９年度から交通災害基金を

活用し、事業実施している阿久根市防犯組合連絡協議会に対する交通安全街路

灯整備事業補助金、９５万５,８００円が主なものであります。 

次に、第２款１項１目基金積立金の支出額２０万８６０円は、基金利子等を

交通災害共済基金に積み立てたものであります。 

次に、歳入について申し上げます。 

説明書は１７ページになります。事項別明細書は２１ページをお願いします。 

第１款１項１目共済会費の収入済額３１８万２,３５５円は、会員の年会費

であり、一般の会員が３６５円の６,９６７人分、７５歳以上の会員が２００

円の３,１９７人分、合計１万１６４人で、前年度より３０２人の減となって

います。 
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次に、第２款財産収入１項１目利子及び配当金の収入済額１９万９,８６０

円は、交通災害共済基金の利子であります。第３款繰入金の収入済額９５万５,

８００円は、阿久根市防犯組合連絡協議会に対する交通安全街路灯整備事業補

助金に充当するため、交通災害共済基金から繰り入れたものであります。次に、

第４款繰越金の収入済額１３万４,６４３円（訂正あり）は、前年度繰越金で

あります。 

以上で説明を終わりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ認定第４号について審査を一時中止いたします。 

松﨑総務課長 

先ほど歳入の第４款繰越金の収入済額について、１４万と申し上げましたけ

れども、１３万４,６４３円の間違いでありました。訂正させていただきます。 

仮屋園一徳委員長 

なければ認定第４号について審査を一時中止いたします。 

午前中の審査を中止し、休憩いたします。 

午後は１時から再開いたします。 

（総務課退室） 

 

（休憩 １１：５９～１３：０１） 

 

（総務課消防係入室） 

○認定第１号 平成３０年度阿久根市歳入歳出決算認定について（一般会計） 

仮屋園一徳委員長 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

次に、認定第１号を議題とし、総務課消防係所管の事項について審査に入り

ます。 

消防参事の説明を求めます。 

的場消防参事 

それでは、総務課消防係所管の事項について御説明します。 

はじめに、主要事業の成果説明書について御説明します。 

１８６ページをごらんください。９款１項２目非常備消防費、１,７０６万

４千円は、電源立地地域対策交付金を活用して普通消防積載車２台を三笠分団

桐野班、折多分団折口班に更新配備したものであります。これにより、災害発

生の際には、消防団員が迅速かつ円滑に出動することができるほか、現場にお

ける安全を確保でき、効率的な活動の実施が可能となり、消防団としての消防

力の確保及び地域防災力の充実強化を図ることができ、管内住民の安心・安全

の向上に寄与しました。現状と課題といたしまして、全国において複雑多様化

する自然災害が多く発生している状況及び高齢化の進む本市の地域性により、

地域住民が消防団へ求める期待は一層強くなっています。平成３０年度更新配
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備しました車両以外にも老朽化の進んでいる消防団車両があるため、今後も計

画的な更新配備を進めていく必要があると考えます。 

事業については以上であります。 

次に、決算に関する説明書及び事項別明細書に基づき主なものについて御説

明します。決算に関する説明書は５６ページ、事項別明細書についても５６ペ

ージをお開きください。 

第９款１項消防費の予算現額は、５億７,７８１万５千円であり、支出済額

は、５億７,１２７万８千７４９円で、執行率は９８.９％であります。１目・

常備消防費は、予算現額３億７４１万３千円、支出済額３億７４１万３千円で、

執行率は１００％となっており、決算に関する説明書の備考欄のとおり、阿久

根地区消防組合への負担金であります。 

事項別明細書は５７ページになります。 

次に、２目非常備消防費は、予算現額７千万２千円、支出済額６,６１８万

９,１２８円。執行率は９４.６％で、決算に関する説明書の備考欄に示しまし

た団員の報酬や退職報償金のほか、普通消防積載車２台分の備品購入費などが

主なものであります。 

それでは、主な節ごとの支出済額とその内容などについて御説明します。１

節報酬１,１７２万７千円は、消防団員２１９名分の報酬であります。５節災

害補償費１５０万７,３６５円は、消防団員の遺族補償年金に係るものであり

ます。８節報償費４３６万７,９２８円は、消防団員１２名分の退職報償金４

０５万２千円と消防出初式、消防操法大会の表彰用記念品、謝礼等３１万５,

９２８円であります。 

９節旅費１,７７５万３,５９０円は、消防団員の費用弁償１,７６２万１,９

１０円が主なものであります。１１節需用費３５７万７,６７０円は、消防団

の車両等の修繕料や燃料費、消防団詰所の光熱水費のほか、年末警戒時の激励

に要した経費などが主なものであります。１２節役務費１３０万８,２９４円

は、郵便料・電話料等の通信運搬費や各種保険料の経費などが主なものであり

ます。１８節備品購入費１,８２４万７６８円は、三笠分団桐野班、折多分団

折口班に配備しました普通消防積載車２台分の１,７０６万４千円、消防団員

の活動服、チェーンソー作業時の事故防止用ズボンなどの５６万２,２４８円、

消防ポンプ車用吸菅、消防用ホースなどの６１万４,５２０円が主なものであ

ります。 

なお、繰越明許費につきましては、消防団設備整備費補助金を活用して、ト

ランシーバー、自動体外式除細動器、いわゆるＡＥＤの資機材購入に係る２０

６万３千円であり、平成３０年度中の事業執行が難しいため、今年度へ繰り越

したものであります。１９節負担金補助及び交付金５８４万６３３円は、決算

に関する説明書の５５ページの備考欄のとおり、消防団員の退職報償金掛金４

３０万８００円、団員等公務災害補償等共済基金掛金４９万９,７９３円、消

防団員の福祉共済等への補助金として、消防団員互助会に交付した７１万９,

２５０円などが主なものであります。２８節繰出金１３５万６千円は、消火栓

１５３基分の維持管理経費として簡易水道特別会計に４５万９千円を、同じく

２９９基分は水道事業会計に８９万７千円支出したものであります。 

次に、３目水防費５,４００円は災害対策用の資材を購入したものでありま
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す。そのほかについては支出を要する災害が無かったことから支出はありませ

んでした。 

次に、４目災害対策費は、予算現額２億１０万円のうち、総務課消防係が所

管する予算は１００万円であり、１１節需用費１万９,９１５円は、平成３０

年７月に牛之浜地区で発生しました行方不明者捜索に係る飲料等を購入したも

のであります。そのほかについては、支出を要する災害がなかったことから支

出はありませんでした。 

以上で歳出を終わり、次に歳入について御説明します。 

決算に関する説明書は２１ページ、事項別明細書は１７ページをお開きくだ

さい。第１９款諸収入５項雑入４目雑入２節団体支出金の調定額は、６,２３

４万２,６２５円、収入済額は、６,２３４万２,６２５円であります。このう

ち消防係所管分は、決算に関する説明書の備考欄のとおり、消防団員遺族補償

年金１４８万１,１００円、消防団員公務災害補償金２万６,２６５円、消防団

員１２名分の退職報償金４０５万２千円であります。 

決算に関する説明書は、２２ページになりますが、２０節雑入のうち消防係

所管分は、備考欄の上から１０行目の原子力立地給付金１７５万６,３０８円

のうち５万７千円と、備考欄中ほどにあります、県消防協会火災共済制度出資

金割戻金１万５千円、備考欄の下から９行目の自動車損害賠償責任保険返納金

１,６２０円、また、決算に関する説明書は、２３ページの備考欄上から１１

行目にあります県消防協会福祉共済制度返戻金の２万８,６７２円であります。 

以上で説明を終わりますが、御審議方よろしくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

参事の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

山田勝委員 

消防参事、非常備消防費の説明がされました。だから、消防団員のですね、

各地域の活動は私もよく見て、一生懸命みんな頑張っているんですが、一つだ

け確認をしておきたいんですが、実は先般の一般質問でですね、私、教育長と

７月３日か４日のですね、休校のことについて話をしました。その中で、２日

目は非常に晴れていい天気だったんだけれども、出水地区でね、阿久根市だけ

が休校でした。そこで、その理由を話をしましたところですね、各通学路に木

などが倒れとって通行できないということも考えて休校にしましたということ

だったんですよね。私のところの分団なんかですね、そういうときは次の朝早

くずっと回って、通行できるようにですね、最低でも通行できるようにチェー

ンソーなんかを持ってやってくれているんですが、その付近は消防団としてし

ないの、するの。 

的場消防参事 

山田議員に答えいたします。災害等ありました場合は災害対策本部が立ち上

がった場合に、消防対策本部も立ち上がります。その中で、団本部、それと消

防署のほうに詰めまして協議するわけですけれども、消防団につきましては団

長の指示のもと活動します。その中で、台風、大雨、災害等により、規模にも

よりますけれども、詰所待機であったり、自宅待機で指示をするわけですけれ
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ども、各分団、班におきましては、分団長あるいは班長の判断で各地域の、例

えば山田議員がおっしゃいました通学路、あるいは道路等をチェーンソー、あ

るいはそういう資機材で除去したという報告は上がっておりますけれども、実

際、全体的に把握できませんので、各分団、班に任せております。 

山田勝委員 

これはお願いなんですけどね、例えば、私と教育長の話の中ではですね、教

育行政の壁というも感じましたけどね、でも現実にはいろんなことを考えたと

きに、天気が晴れてるのに学校に行けないというのは、全く普通の人から考え

ればですね、なんでていう気になるんですよ。でも、理由が通学路に支障があ

る場合がある、心配ですのでやらなかったということであったらですね、それ

はやはり災害対策本部のところでですね、そこもちゃんと、今後ですよ、今後

協議をして、各分団に話しをしてですね、お互いに連絡をしながら、そういう

問題を解決できるようにやはり取り組んで、私はほしいと思うんですよ。そう

しなければ、ああいう教育委員会の範囲だけでやったらですね、天気のいい日

になったとしても行けないということが出てきますのでね、ぜひ対策本部のと

ころで話し合いをしてほしいと提案をしたい。 

的場消防参事 

山田議員にお答えいたします。 

山田議員がおっしゃるとおり、先ほど私のほうで答弁しましてけれども、把

握できる状態で災害対策本部であれば、道路管理者等々も含めて市道、あるい

は県道、国道等もありますので、そこら辺りの状況も踏まえまして、対策本部

をし、あるいは県等々とも協議しながら、分団でできる分については消防団に

お願いしたいというふうに今後考えていきます。また、消防団だけではなくて、

署のほうも現場に立ち会いまして処理をしていきたいというふうに考えます。 

山田勝委員 

ぜひですね、一緒にやって、そういうのは消防も全部一緒になってですね、

解決していかないかん問題だと思うんですよね。ですからそれはぜひ次のそう

いう会なんかでですね、申し入れしてください。お願いします。 

仮屋園一徳委員長 

ほかにありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、認定第１号中、総務課消防係所管の事項について、審査を一時中

止いたします。 

 

（消防係退室、企画調整課入室） 

 

仮屋園一徳委員長 

次に、認定第１号中、企画調整課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

山下企画調整課長 

認定第１号のうち、企画調整課の所管事項について御説明申し上げます。 

はじめに、平成３０年度の企画調整課の主な事務事業について、主要事業の

成果説明書により申し上げます。 
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成果説明書の１１ページをお開きください。 

空き家バンク制度でありますが、昨年度、関係団体と空き家バンク制度に関

する協定を締結し、運用を開始しております。これまで２件の登録があり、昨

年度は１件契約に至っております。残り１件も今年度契約が成立したところで

すが、引き続き効果的な制度の運用を行ってまいりたいと考えております。 

１２ページになりますが、空き家活用支援事業では、空き家をゲストハウス

や交流の場に活用するための改修事業について、１件、１５０万円を補助して

おります。令和元年度は新たな定住支援として、本市への定住を目的に、空き

家を購入し改修する場合に補助することとして、新規事業を実施しており、こ

の事業は廃止しております。 

１３ページになりますが、場外車券売場周辺地域環境整備事業でありますが、

折口地区の岩船グラウンドのトイレが老朽化し、環境衛生上も問題があったこ

とから、地区が実施される整備事業に対し、サテライト阿久根からの協力金を

原資として積み立てている地域振興基金を活用して補助を行い、周辺の環境整

備を図ったものであります。 

１４ページになりますが、移住定住促進補助事業では、４９件、９３０万円

を、１５ページの定住促進木造住宅建築補助事業では、４４件、１,０２１万

４千円を、１６ページの地域支え合い定住支援補助事業では、９件、１４２万

５千円をそれぞれ補助しており、移住定住の促進や良好な地域社会の形成に寄

与したところであります。 

１９ページになりますが、地域づくり活動支援事業では、区や団体の活動等

に対して、５３６万２千円を交付し、この間の継続的な支援により地域コミュ

ニティーの活性化につながっているところであります。この事業につきまして

は、令和元年度から地域色づくり事業としてさらに拡充し、地域活動等を支援

しているところであります。 

２０ページになりますが、国際交流事業では、昨年４月に台湾台南市善化区

と友好交流協定を締結し、各種分野での交流を通じて両地域の発展を図るとと

もに、１１月にはこの協定に基づき鶴翔高校生を善化区へ派遣する青少年交流

事業を実施しております。今後におきましても、多くの交流を重ね、さらなる

両地域の友好につなげてまいりたいと考えております。 

２１ページになりますが、乗合タクシー事業では、市内の４２区において、

２,１０４回に渡り延べ４,４１３人の方々の利用をいただいており、平成２９

年度に比べて多くの利用があったところでありますが、引き続き制度の効用に

ついて周知しながら、利用の促進に努めることとしております。 

次に、決算の主な内容について、歳入歳出決算事項別明細書及び決算に関す

る説明書に基づき御説明いたします。 

歳出から申し上げますが、事項別明細書は２２ページから２３ページにかけ

て、説明書は２７ページから２９ページにかけてとなります。 

第２款総務費１項８目企画費は、予算現額１億９,５０１万８千円に対して、

支出済額は１億６,４２１万２,４８６円、執行率は８４.２％であります。 

以下、節ごとに主なものについて御説明いたします。８節報償費は、アクネ

大使への謝礼や総合戦略事業検証会議への委員の出会謝金が主なものでありま

す。９節旅費は、台湾台南市善化区との友好交流協定締結式や青少年交流事業、
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東海・近畿の各地区の阿久根会への出席、参加に係るものが主なものでありま

す。１１節需用費は、官庁速報の購読、華の５０歳組歓迎レセプションや国際

交流関係事務が主なものであります。１３節委託料は、市民交流センター整備

など都市再生整備計画事業に係る事後評価支援業務委託が主なものであり、市

民交流センターや道路の整備等の事業の成果等について整理、分析を委託した

ものであります。１８節備品購入費では、原子力発電施設に係る広報・調査等

交付金を活用して、原子力防災に関する車椅子やスロープ、プライバシースク

リーンを購入しております。１９節負担金補助及び交付金の主なものは、北薩

広域行政事務組合や各種協議会等への負担金や肥薩おれんじ鉄道経営安定化支

援事業のほか、主要事業の成果で御説明いたしました事業に係る補助金であり、

企業立地補助金１４５万３千円を翌年度に繰り越したほか、不用額の主なもの

は、地域おこし協力隊起業支援補助金について執行がなかったものでございま

す。２５節積立金は、寄附金等の実績により積み立てたものであり、その内訳

は、説明書の備考欄に記載のとおりであります。 

次に、事項別明細書は３０ページから３１ページにかけて、説明書は３３ペ

ージから３４ページにかけてとなります。５項統計調査費１目統計調査総務費

は、予算現額８３３万５千円に対して、支出済額は８３０万５,９４３円で、

執行率は９９.７％であります。その主なものは、職員１名分の人件費のほか、

消耗品の購入や市民所得推計事務に係る県統計協会への委託料であります。 

２目基幹統計調査費は、予算現額４１０万円に対して、支出済額３７１万４,

７８０円で、執行率は９０.６％であります。その主なものは、１節報酬であ

り、住宅・土地統計調査等に係る調査等に係る調査員等の報酬であります。 

次に、事項別明細書は４０ページから４１ページにかけて、説明書は４３ペ

ージになります。第５款労働費２項２目働く女性の家管理費は、予算現額３９

９万２千円に対して、支出済額は３８５万２,３１８円で、執行率は９６.５％

であります。このうち、１節報酬は、働く女性の家指導員１名分の報酬、７節

賃金は、働く女性の家の夜間及び土曜日における管理人の賃金が主なものであ

り、８節報償費は、年度中に開催した市主催講座の講師謝金であります。 

以上で歳出を終わり、次に、歳入について御説明いたします。 

事項別明細書は６ページ、説明書は１１ページをお開きください。第１２款

使用料及び手数料１項８目１節労働使用料は、働く女性の家の施設使用料であ

ります。 

次に、事項別明細書は８ページ、説明書は１３ページをお開きください。１

３款国庫支出金２項１目１節総務管理費補助金のうち企画調整課所管分は、説

明書の備考欄記載の社会資本整備総合交付金の市民交流センターの整備事業費

等に係る前年度繰越し分と現年度分の３億２,４７４万円及びエネルギー構造

高度化・転換理解促進事業費補助金４５６万３,４２１円であります。 

次に、事項別明細書は１０ページ、説明書は１５ページをお開きください。

第１４款県支出金２項１目１節総務管理費補助金は、原子力発電に関する住民

広報等調査費として交付される広報・調査等交付金や電源立地地域対策交付金

が主なものであり、電源立地地域対策交付金は小学校の施設改修など７事業に

活用しております。 

次に、事項別明細書は１２ページ、説明書は１７ページをお開きください。
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３項１目５節統計調査費委託金の主なものは、住宅・土地統計調査や漁業セン

サスに係る委託金であります。 

次に、事項別明細書は１３ページ、説明書は１８ページから１９ページにか

けてとなります。第１５款財産収入１項２目１節利子及び配当金のうち、企画

調整課所管分は、ふるさと創生基金、人材育成基金、地域振興基金に係る利子

であります。 

次に、事項別明細書は１４ページから１５ページにかけて、説明書は２０ペ

ージになります。第１７款繰入金１項５目ふるさと創生基金繰入金１,１６６

万１千円は寺島宗則旧家の保存活用事業及びサンセット牛之浜景勝地道の駅の

整備に関する基本計画の策定業務に、６目人材育成基金繰入金２００万円は台

湾台南市善化区との国際交流事業として高校生の派遣事業に、１０目地域振興

基金繰入金５,５０２万１千円は、寺島宗則旧家整備事業や折口岩船地区のト

イレ整備その他各種事業へ、それぞれ充当しております。 

次に、事項別明細書は１７ページ、説明書は２２ページになります。第１９

款諸収入５項４目２０節雑入のうち企画調整課所管分の主なものについて御説

明いたします。説明書の備考欄の真ん中ほどのコミュニティー助成事業助成金

は、脇本馬場区の公民館の備品等の整備等に交付されたものであり、その１０

行下の場外車券売場設置市地元協力金は、サテライト阿久根の場外車券の売上

げの一部が地元協力金として納入されたものであります。下から４行目の乗合

タクシー事業国庫補助金事業者精算返納金は、乗合タクシー運行事業者に交付

された前年度の運行実績に対する国庫補助金について、市から交付している乗

合タクシー運行事業補助金と重複する分が返納されたものであります。 

以上で説明を終わりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

白石純一委員 

主要事業の成果説明書の１５ページと１６ページなんですけれども、まず、

１５ページ、定住促進対策住宅建築補助が３０年度は４４件、その前のとしが

６３件、だから３分の２ほどに落ち込んでいるのとですね、１６ページの地域

支え合い定住促進補助事業、これも３０年度は９件、２９年度は２６件とかな

り落ち込んでいるんですが、その要因とかはわかりますか。 

山下企画調整課長 

白石議員にお答えいたします。 

まず、移住定住の木造住宅の補助金についてでございますが、前年度、２９

年度に比べて若干数が落ちております。これについては、木造住宅の建築動向

によるものと考えておりますけれども、当初、この制度が平成２６年までとい

うふうに予定しておりましたが、平成３１年度まで延長されたということで、

２９年度はそこへの周知が多くあったのではないのかなと考えております。前

年度比で１９件、約４００万の減となっておりますけれども、この間、継続し

て活用がなされてきており、事業効果としては一定程度継続しているものと理

解しております。個別具体の１９件の減った理由等については分析等はいたし
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ておりません。それから、地域支え合いの補助金についてでございます。前年

度に比べて１７件の減ということでありますが、ここにつきましては、補助対

象者の要件を厳格に運用したことに伴うものだと思っております。具体的には、

新築、増築をして、これまで継続して同居ということではなくて、新たに同居

を開始する方を補助対象者としたと。ここの運用を厳格にしておりました。こ

れまでは現に同居の状態にある方も補助対象者としておりましたが、ここの運

用を厳格にしたことから対象者が減ったということでございます。 

白石純一委員 

今の最後の件ですけれども、ということは２９年度は本来補助すべきではな

かった方への補助をしていたということなんですか。 

山下企画調整課長 

要綱上に本来補助すべき者でなかった者に対して補助してきたということで

はなくて、要綱の中に、同居の開始時期についての規定がなかったので、同居

の開始時期を平成３０年度から新たにというふうに見直して、運用を一部厳格

にしたと、こういうことでございます。 

白石純一委員 

そうするとですね、２９年度に申請して厳格化する前だったら認められたけ

れども、３０年度になって厳格化されたら認めなくなった可能性があると。そ

うすると年度をわたって不公平だという指摘もできると思うんですが、その辺

はいかがですか。 

山下企画調整課長 

要綱上、同居の開始時期が明確にされていなかったと、補助金の支出にあた

ってここは厳格に運用すべきであったということから、平成３０年度は新たに

同居を開始した場合に補助対象としたと、このようなことになります。 

白石純一委員 

そうすると２９年度まで要綱に不備があったということになると思うんです

が、それでいいですか。 

山下企画調整課長 

要綱上、そこのところに明確なものがなかったので、補助金の支出にあたっ

てはそこを厳格にすることが適当であると、こういう判断からそのように取り

扱いをしたということでございます。 

白石純一委員 

それではですね、２９年度の方と３０年度の方が必ずしも同じ基準で審査さ

れなかったということですが、本来、厳格化すべきであったところがされてい

なかった２９年度の要綱、そういうことがないようにですね、今後注意してく

ださい。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

山田勝委員 

成果説明書のですね、１１ページ、空き家バンク、次の移住定住促進補助事

業のことについてお尋ねしますが、これは空き家バンクのほうが１件、移住定

住のほうが１件と、実績が１件ずつですか。結局、市外の人が入ってきたとい

うわけですか。居住してくれることになったということですか。 
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山下企画調整課長 

まず、１１ページの空き家バンク制度について申し上げます。２件登録がご

ざいまして、１件は３０年度に契約に至っています。また、１件については令

和元年度に入ってから契約に至ったところでございますが、いずれも登録され

た方は市内に空き家を有している方で、もう活用しないのでこのバンクに登録

をされたということでございます。それから、次の空き家活用支援事業につき

ましても、市外の方ではなくて、市内の方で空き家をこの事業を活用して改修

された方に対して補助金を交付したということでございます。 

山田勝委員 

それはそれでいいよね。でも、例えば市外からね、市外の方が阿久根に移り

住みたいという方々の対応はどうしてるんですか。 

山下企画調整課長 

平成３０年度については、もちろん空き家バンクに登録したい、市外の方で

登録をしたいという方が申し込みがあれば、内容を確認して空き家バンクへの

登録は可能だと思っております。それから、もう一つの空き家活用支援事業に

つきましては、令和元年度からこの事業を廃止して、新たな空き家を活用した

定住支援策を開始しておりますが、こちらについては今年度でございますが、

市外の方からも活用の要望が出されたところでございます。 

山田勝委員 

空き家をどれだけ整備するか、そういうことをいろいろしてもね、市外から

何人か来てくれる、市外の人が居住してくれるという目的の事業でしょう。だ

から、あまり聞かないからね、阿久根は成功して何人来たとか、どっから何人

来たという話は聞かないんだが、あなたたちはどういうようなふうにしてね、

人口をふやすためにやってるわけでしょう、市を活性化するためやってること

でしょう。どういうぐあいに取り組み、やろうと思ってるの。あんたたちが積

極的にやらないことには進まないよ。 

山下企画調整課長 

空き家については基本的には市内に点在する活用可能な空き家を有効活用し

ていこう、そのことによって空き家を減らしていこうと、こういうことを目的

にして行っております。それから、今、委員が申されました市外からの居住に

つきましては、移住定住の支援事業という形で事業を実施しております。少し、

制度創設後の実績を申し上げたいと思いますが、移住定住の促進補助事業の中

で、平成２４年度からこの事業を実施してきております。３０年度までのトー

タルの実績を申し上げれば１００件で、世帯人数にして２５９人の移住があっ

たところでございます。 

山田勝委員 

なら、２５９人の市外にいた人が阿久根に移り住んで、現在、阿久根で生活

しているということですか。 

山下企画調整課長 

御指摘のとおりでございます。 

山田勝委員 

あんまりそういうのをひしひしと感じないもんだからね。阿久根に移り住ん

で、脇本には何人か農業している人がおりますよ、東京から来てですね。だか
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ら、そういう方々がもっと積極的に出てきてくれるような、阿久根を選んでく

れるような、そういう事業の進め方というのをどういう形でやってるのかなと。

なら、ことし例えば１０人来たいというのが、１０人手を挙げたときにどうす

るの。 

山下企画調整課長 

そのような希望があって、現在の補助制度の要件に合致する方であれば補助

金の交付対象にしていきたいと、このように考えております。 

山田勝委員 

空き家バンクが１件しかない、家はどうしてくれるの。 

山下企画調整課長 

補助対象としては家をみずから、例えば改修されたりとか、新築をされたり

とか、購入をされたりとか、こういう要件がございますので、こういう要件に

該当した場合にこの補助事業で補助金が交付されるということでございます。 

山田勝委員 

長島町でね、去年、講演を聞いたらね、それはね、やれいけどんどんでやっ

てる。１つ１つ目に見えてるんだよな。あんた方のは全然目に見えない。だか

ら言ってるのよ。近くに比べるものがあるから、比べるものがあるから。あん

なにしてるけど、あんたたちはどうしてるのって。長島と比較したとき、いや、

私たちはこれだけやってますよ、負けませんよっていう自信があったら教えて。 

山下企画調整課長 

移住定住の補助事業につきましては、令和元年度、本年度までを現在の制度

では期限としております。今後、新たな移住定住の促進のための制度を来年度

に向けて検討、考えていきたいと思っております。その際には他の団体におけ

る制度であるとか、こういったものも参考にしていきたいというふうに考えて

おります。 

山田勝委員 

とにかくね、してくれな困るわけよ。比較できるからね、比較できるから。

僕はいっつも言ってるけど、してもせんでも給料は変わらん公務員の世界で、

一方は一生懸命やる、あんたたちは実績が上がっていない。悲しくてたまらな

い。聞いてるだけいいです。 

もう１件、去年、国際交流のことで、台湾善化区との交流が始まったわけで

すけどね、どうしてもちょっと気になるのが、なら、例えば地域おこし協力隊

の中にですね、台湾から日本語も一緒に通訳できるような方は招聘できないの。 

山下企画調整課長 

現在、そういった方の活用はしておりませんが、一つの可能性としてはある

と考えております。 

山田勝委員 

私な、通訳がいないと始まらないんです。だから今後のこととしては十分、

やっぱり検討していかなければ、この決算を認めるに値するか、今後、どう取

り組むかというのが問題だと思うから言うんですよ。取り組んでください。以

上です。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑ありませんか。 
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白石純一委員 

成果説明書でいくと２０ページですね。２款１項８目国際交流事業、台湾国

籍の方で日本語に堪能な方もおらえますが、そういう方を地域おこし協力隊で

雇うということは可能ですか。 

山下企画調整課長 

地域おこし協力隊員として公募するかどうかは一つの可能性だとは思ってお

ります。昨年度、実は鶴翔高校生を派遣する際に、事前研修ということで、市

内にいらっしゃる中国語の堪能な方に数日間、高校生を対象に事前研修をして

いただきました。今後、交流が進んでいく中で、どういう局面があるかわかり

ませんけれども、今、委員が申されたことについては、一つの可能性として考

えてまいりたいと思います。 

白石純一委員 

語学だけではなくてですね、他の自治体、近隣の自治体では、地域おこし協

力隊なのか、他の形態の臨時職員等なのか、国際交流何とかという制度もあっ

たかと思いますが、そういう形なのか、台湾の方を自治体で雇用しているとい

う例も複数あるようですので、その辺りもせっかく交流ができた、きっかけが

できたわけですから、十分考えていただきたいと思います。もう１点、同じこ

とでですね、昨年、８名の鶴翔高校生が、３０年ですね、交流で行ったという

ことですが、このうち、８名のうち、私の記憶では３名のみが阿久根市民であ

って、他の５名は阿久根市民ではない鶴翔高校生だったというふうに記憶して

ます。ことしは逆に台湾からの高校生を本市で受け入れると、この成果説明書

にはありますが、これは本市の高校生の中に全て受け入れる予定はできている

という理解でよろしいんでしょうか。 

仮屋園一徳委員長 

質問を決算のほうに結び付けていただけたら非常にありがたいと思いますが。 

白石純一委員 

成果説明書の現状と課題のところに、本年は本市で受け入れとありますので、

その確認をさせていただきたいと思います。 

山下企画調整課長 

今後の交流についてのお尋ねでございました。昨年度は本市から高校生を派

遣した事業でございます。本年度は先方から受け入れる形をとっていきたいと

思っております。この受入態勢につきましては、現在、鶴翔高校とどのような

対応ができるか協議を行っているところでございます。 

白石純一委員 

この成果説明書に本市で本年は受け入れると書いてあるので、それでいいん

ですよねという確認ですが。 

山下企画調整課長 

いずれにしても具体のホームステイ先については、現在、高校と協議を行っ

ているところでございますが、向こうから派遣される中高生については、鶴翔

高校との交流等を含め、市内のいろんな視察を行う、こういった意味も含めて

本市で受け入れを行うと、このように考えているところでございます。 

白石純一委員 

ホームステイ先もですね、ぜひ本市でお願いしたいと思います。以上です。 



 

- 34 - 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、認定第１号中、企画調整課所管の事項について、審査を一時中止

いたします。 

ここで、暫時休憩いたします。 

（企画調整課退室） 

 

(休憩 １３：５１～１４：０４) 

 

（税務課入室） 

仮屋園一徳委員長 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

次に、認定第１号中、税務課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

垂税務課長 

それでは、税務課所管の事項について、御説明します。 

決算に関する説明書及び事項別明細書に基づき主なものについて御説明しま

す。決算に関する説明書の６ページ、事項別明細書１ページをお開きください。 

説明書の６ページに記載のとおり、市税の調定額合計、２１億５,７６４万

４,４８０円に対し、収入額合計は、１９億９,３０４万６０１８円であり、調

定額に対する収入率は、９２.３７％で、前年度収入率９１.６５％を０.７２

ポイント上回りました。 

次に、税務課で取り組みました、主な収入率向上対策について、御説明いた

します。 

年間を通して、滞納者の生活状況調査、預貯金調査等を行い、適切な差押え

や執行停止など滞納処分を実施してまいりました。特に、滞納繰越分の出納閉

鎖の３月末、現年分の出納閉鎖の５月末に合わせ、３月から５月を徴収強化月

間と位置づけ、臨戸訪問等による納税相談、徴収等を集中して実施してまいり

ました。催告書の発送につきましては、現年度滞納者を中心に９月、１１月の

２回実施し、滞納の早期解消に努めてまいりました。市外在住の滞納者宅を訪

問し、滞納処分のため捜索を行いましたが、換価可能な財産は発見できなかっ

たところです。市外在住滞納者につきましては、徴収や納入催告だけでなく、

預貯金や勤務先、給与額等の実態調査を行いながら、市外出張による捜索、差

押などについても、適正な滞納処分として必要と判断した場合は実施しており

ます。滞納者宅の捜索で差し押えた物品の換価につきましては、県市町合同公

売会に２点出品し、２点とも落札され、１万１,２００円を市税等に充当しま

した。県市町合同公売会につきましては、県の広報誌・テレビ・ラジオでの広

報活動に加え、阿久根市でも広報阿久根、及び市のホームページに掲載し、開

催について市民への周知を行ったところであります。次に、預貯金、給与等の

差押えにつきましては、２３件実施し、５３万５,９４９円を市税等に充当し
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ました。捜索、差押え、公売につきましては、今後も取り組みを強化していく

とともに、これらの滞納処分の実施につきましては、市民への周知を図り、納

期内納付の徹底を推進してまいりたいと考えております。 

このほか、次代を担う児童・生徒に対して、税金の意義や役割を正しく理解

してもらい、納税者としての自覚を育むことを目的に、出水地区租税教育推進

協議会の活動の一環としまして、市内７校の小中学校において、税務課職員に

よる租税教室を実施しました。 

以上で、平成３０年度に取り組みました主な収入率向上対策等についての説

明を終わります。 

決算に関する説明書の６ページ、事項別明細書１ページにお戻りください。 

先ほど、御説明いたしました平成３０年度の市税全体の調定額は、前年度に

比べ、現年分が約１,２０６万１千円の増加、滞納繰越分が約１,７４６万６千

円の減少で、合計で約５４０万５千円、０.２５％の減少となっています。税

目別調定額の増減につきましては、個人市民税が、約６９１万８千円、１.０

４％の減少、法人市民税が、約７０９万２千円、６.２１％の増加、固定資産

税が約８９２万２千円、０.８１％の減少、軽自動車税が約２４４万７千円、

２.６８％の増加、市たばこ税が約７１万６０００円、０.３８％の増加、入湯

税が約１７万８千円、１９.８３％の増加となりました。また、市税全体の収

入額につきましては、前年度に比べ１,０５５万６,３４６円、０.５３％の増

加となっています。調定額から収入額を差し引きますと、１億６,４５９万８,

４６２円となりますが、このうち、２,４０９万７,７８０円を不納欠損処分し、

残りの１億４,０５０万６８２円が収入未済額であり、前年度末に比べ１,５１

８万６,７７２円、９.７５％の減少となっています。収入未済分の詳細につい

ては、決算に関する説明書７ページの市税滞納繰越調書のとおりであります。 

次に、決算に関する説明書８ページ、事項別明細書２ページをお開きくださ

い。３款利子割交付金の収入済額２８３万７千円は、県が収入した利子割の額

から、徴収取扱費相当額を控除した残額の５分の３の額、４款配当割交付金の

収入済額３１４万５千円は、一定の上場株式等の配当について、県が収入した

配当割の額から、徴収取扱費相当額を控除した額の５分の３の額、５款株式等

譲渡所得割交付金の収入済額３６９万１千円は、源泉徴収口座内の株式等の譲

渡による所得について、県が収入した株式等譲渡所得割の額から徴収取扱費相

当額を控除した残額の５分の３の額が、それぞれ市町村に交付されたものであ

ります。 

次に、決算に関する説明書１１ページ、事項別明細書６ページをお開きくだ

さい。１２款使用料及び手数料２項手数料１目総務手数料のうち、決算に関す

る説明書の備考欄の５行目、徴税手数料２４７万９,７００円は、所得証明な

どの証明手数料、及び市税の督促手数料です。 

次に、決算に関する説明書１７ページ、事項別明細書１２ページをお開きく

ださい。１４款県支出金３項委託金１目総務費委託金のうち、決算に関する説

明書備考欄の５行目、徴税費委託金２,６７８万１,７６２円は、個人県民税徴
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収取扱費として、地方税法第４７条の規定に基づき、県から９月と３月に交付

されるもので、納税義務者数に３千円を乗じた額が主なものです。 

次に、決算に関する説明書２０ページ、事項別明細書１６ページをお開きく

ださい。１９款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金の収入済額９５万

３,３８０円は、市税滞納分に係る延滞金であります。 

次に、決算に関する説明書２１ページ、事項別明細書１７ページの１９款諸

収入５項雑入４目雑入では、決算に関する説明書備考欄の雑入の一番目、雇用

保険料に嘱託及び臨時職員本人負担分の一部と、次の２２ページ上から５行目、

コピー使用料の一部、中ほどより少し下、封筒広告料３０万円を、それぞれ歳

入しております。 

以上で歳入についての説明を終わり、次に歳出について、主なものについて

御説明いたします。 

決算に関する説明書の３２ページ、事項別明細書２７ページをお開きくださ

い。２款総務費２項徴税費２目賦課徴収費の支出済額２,４３９万１,６２９円

について、事項別明細書２７ページにより、節ごとに御説明申し上げます。１

節報酬５９２万５,４８２円は、収納嘱託員１名、窓口事務等嘱託員２名、滞

納整理事務指導員１名の報酬であります。４節共済費７５万７,６２３円は、

嘱託職員４名分の社会保険料であります。７節賃金２３万９,４５２円は、課

税事務補助臨時職員１名分の賃金であります。８節報償費５３８万９,９４０

円は、市税の取りまとめに対する各区などへの納税報奨金などであります。９

節旅費６１万８,４２０円は、嘱託員等の通勤に係る費用弁償と、県内外への

税務関係会議や研修時の旅費であります。１１節需用費２１８万３,６６５円

は、市税各納付書、督促状、再発行納付書、納付書発送用封筒などの印刷代が

主なものであります。１２節役務費４３８万３,６１７円は、収納代理金融機

関窓口収納手数料、コンビニ収納手数料、納付書等発送時郵便料及び電話料で

あります。１３節委託料８万１千円は、固定資産税に係る標準宅地時点修正評

価鑑定業務に係る委託料であります。１４節使用料及び賃借料１４９万５,５

９９円は、地方税電子申告支援サービス使用料、軽自動車検査情報サービス利

用料、が主なものであります。 

事項別明細書は２８ページになります。１９節負担金補助及び交付金９７万

４,７３７円のうち、負担金は資産評価システム研究センター会費、地方税電

子化協議会費、出水たばこ販売協同組合たばこ消費事業事務費負担金、地方税

共通納税システムへ対応するための基幹システム改修負担金及び固定資産家屋

評価研修会等の会議出席負担金であり、補助金は阿久根市青色申告会運営への

補助金であります。２３節償還金利子及び割引料２３４万２,０９４円は、市

税の過年度分の過誤納還付金、及び還付加算金であります。 

以上で、認定第１号中、税務課所管分についての説明を終わります。よろし

くお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明が終わりました。これより質疑に入ります。 



 

- 37 - 

竹原信一委員 

事項別明細書の２７ページ、委託料８万１千円の、この中身についてもう一

回丁寧に説明していただけませんか。 

垂税務課長 

１３節委託料８万１千円は、固定資産税の評価に係る標準宅地時点修正鑑定

評価業務委託料でございまして、３年に１回評価替えをしますけれども、次の

３年を迎えるまでの間に評価鑑定を行って、もし下落をしている場合であれば

評価を下げるということがあります。必ずしも時点修正をしなければならない

という決まりではないですけれども、下がっていくような傾向が阿久根市の場

合はありますので、３年ごとの定時の鑑定評価とは別にですね、時点の修正を

するための鑑定評価を依頼して、その結果、評価が３年ごとの評価時点よりも

下がるようであれば評価を下げますので、当然評価が下がると税額も若干下が

るということになります。 

竹原信一委員 

８万１千円の、この値段の出し方の基準というのはどういうことなんですか。

１回につき８万１千円というふうになっているんですか。支払先と、この金額

の決め方を教えてください。 

垂税務課長 

この時点修正は２５地点を選びまして、２５地点を鑑定評価した場合の見積

もりを取りまして、それで鑑定評価ができる一番安い業者１社、鑑定事務所で

すけれども、国家のその資格を持っているところに委託を出して、我々のほう

で指定をした２５地点について、その時点での評価を、市中の売買とか、ある

いは公示価格からの差がないかとか、そういうところを評価していくという費

用ですので、落札をする業者は１カ所、１カ所が２５地点を鑑定するというこ

とになります。 

竹原信一委員 

とすると、この相手方は毎回変わっているということなんですか。 

垂税務課長 

結果としては今のところ変わっていないですけれども、変わる可能性は否定

できません。その見積額に応じて落札者が決まりますので、今のところ同じ業

者が鑑定評価をしていますけれども、金額が下がれば下がったところに発注を

するということになります。 

白石純一委員 

決算に関する説明書の６ページ、表の一番上の徴収率９２.３７％について

ですが、去年より上がってますけど、この３０年度で、県内の他自治体と比べ

てこの数字はどうなんでしょうか。 

垂税務課長 

９２.３７％は、これは過年度、現年度合わせた年度全体の徴収率ですけれ

ども、この数値は県内４３市町村中３６番目（訂正あり）になります。かなり

低いところです。 

白石純一委員 

徴収率を上げなければというのが課題であるというのを私も理解しています

ので、もっと積極的に取り組んで欲しいと思うのですが。差し押さえ品を公売
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にかけて、１万幾らかの歳入になったということですけれども、これはネット

による公売も今はできると思うのですが、そういうことはやっておられないで

すか。 

垂税務課長 

ネットによる公売の準備もできておりますけれども、今のところ、今回は２

点ですけれども、捜索に入ってもですね、売買の価値が少ない粗品だったりと

かですと、なかなか押さえてもその後の販売、あるいはネットに上げてもその

辺にある品物であって、売買が１００円とか１０円とかで出しているネット公

売もありますけれども、なかなか効果がないということで、そういうものにつ

いては今は差し押さえ自体をもともと価値なしということでしていないところ

です。今回のこの２点につきましては、未使用の健康器具で、ネットの通販で

もあるような、世の中に金額が知れ渡っている品物であったり、ポールハンガ

ーといって帽子をかけたりするものですが、これも未使用できれいに残ってい

たので、差し押さえたところです。これはネットによる競売も考えたのですけ

れども、県、市、町合同の公売会が年明けにありますし、北薩地区では例年１

１月頃に実施しておりますので、職員も行きますので、阿久根市としてそこに

出して、他市町の状況も見ながら、物の価格の推移も確認しながら、次の差し

押さえのときの可否の判断にもなると考えたところです。ネットに出すと不特

定多数の方がとっていただいて、金額が上がる可能性もあるんですけれども、

それよりも市内あるいは地区、県内の売れる、売れないのところも判断したい

なというところもありまして、この２点でしたので、今回はネット公売はしな

かったところです。 

白石純一委員 

物によってはですね、欲しがるマニアのような方が全国、あるいは世界から

もネットですとアクセスできるわけですが、物によってはそういうことも今後

考えていただきたいと思います。 

竹原信一委員 

先ほどの件ですけれども、２５地点の場所と価格がわかる資料を出してもら

えますか。 

仮屋園一徳委員長 

ただいま、資料請求がありましたが、資料請求するということでよろしいで

すか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしということで、後ほど資料請求をお願いいたします。 

ほかに質疑ありませんか。 

濵田洋一委員 

先ほどの４番委員の質問に関連してですが、６ページの市税の収入額及び収

入率等は昨年を上回っております。前年に対しまして収入率で０.７２ポイン

ト上回っていると課長の説明がありましたが、これは現年度分につきましては

昨年を上回っておりますけれども、滞納繰越分、いわゆる過年度分ですが、こ

れは若干減少しているのかなというふうに思います。そうした中で、この滞納

繰越分、過年度分の滞納者には市外にも出ていらっしゃる方がいらっしゃるの

かなと思うのですが、割合的にはどのような状況でしょうか。 
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垂税務課長 

割合を正確には出しておりませんけれども、市外に出ていらっしゃる方もい

らっしゃるのは事実です。その継続して滞納が続いている方が、全体の滞納者

の中で２割も３割もということではありません。市外に出られることによって、

固定資産がない限りは、ほかの税は出た時点でそこからの調定は立ちませんの

で、昔の分が残るということですので、それについてはできるだけ先ほど申し

上げたような処分をしながら、あるいは調査をしながら回収、徴収に努めてい

るところです。連絡がつかない、実態がわからない、転居が繰り返されてしま

って追いかけるたびに見つからないというパターンの方が残っていらっしゃる

こともありますけれども、割合的にはそれが２割も３割もということではあり

ませんが、正確にはちょっと出してみないと、今、手元にはないところです。 

濵田洋一委員 

特に滞納繰越分、過年度分の方がですね、徴収するのに大変でしょうけれど

も、根気強く頑張っていただきたいというふうに思います。 

山田勝委員 

ちょっとお尋ねしたいんですが、市内を回ればですね、廃屋がものすごく多

いですよね。危険住宅も多い。そういう中で、果たしてこん税金な、どげんな

っとどかいと思うんですが、廃屋の税金は、こちらにいらっしゃらない方もい

らっしゃると思うんですが、どういう状況ですか。収納状況、課税状況は。 

垂税務課長 

外見から見た廃屋であってもですね、所有者については未登記のものであっ

ても、過去、全棟調査を行ったりとか、常々、現況調査を行っておりますので。

ただ、持ち主の方がお亡くなりになられて、相続人調査をしても相続人も不存

在だという場合は、それでも評価に基づいて税の調定は立ちます。そういうパ

ターンのものにつきましては徴収はできない、言えば納付書を送る相手すらい

らっしゃらないということになります。しかし、税の場合は、それでも税とし

ての調定は立てなきゃなりませんので、阿久根市の場合は委員がおっしゃるよ

うに、その家屋というのはかなりふえつつあるのかなというのが感じられると

ころですので、このまま相続人とか所有者が見つからない場合は、調定は立つ

けれども収納に結びつかない税が発生し続けると。とすると徴収率は、分母と

しての調定は立ち続けますけれども、分子としての収入額は全然ふえないとい

うことで、阿久根市の徴収率を伸ばすことに、そういうところも問題点ではあ

りますが、固定資産税係を中心に、相続人の調査、所有者の調査を随時積極的

に行っているところです。できるだけ納付書が誰に発送すればいいのかはっき

りと確認して、徴収に結び付けていくのが税務課の仕事だと思っておりますの

で、鋭意努力をしているところです。 

山田勝委員 

おおまかなね、あれはわかりますよ、課長の今の説明で。例えば、土地の所

有者も家の所有者もわかっている中で、廃屋でこちらにいらっしゃらない人も

いますよ。ですから私が聞きたいのは、例えば、そういう廃屋とか、あるいは

危険住宅でなくてもですね、固定資産として評価している金額というのは幾ら

ぐらいあるんですか。それも、あなたは今、調定額の中に入れるので、分母は

多くなるけれども分子が少なくなりますよって言われるでしょ。収納率も悪く
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なるんですよ、それもその原因だというふうに受け取ったんですけどね。そう

いうことから考えたときに、そういう固定資産としてはあがるけど、相手もわ

からない、請求をしても帰ってもこないというのはどれくらいあるんですか。 

垂税務課長 

旧所有者の名前のままで納付書が出て、納付書の送り先がない場合は、正式

な受取人が出るまで公示送達をしますけれども、それが大まか一期当たり３０

件程度はありますので、ただそれが廃屋であって持ち主がいないとは限りませ

んけれども。廃屋の場合は、危険家屋に見えますけれども、基本的には家屋と

して体をなしている状況があれば、税務課の固定資産係としては課税をしてま

すけれども、それは随時現況を見に行って、これはもう朽ちているという状態

であれば、家屋がないというふうに評価する場合もありますが、基本的には持

ち主の方が解体、あるいは現況を調べていただきたいという連絡がきて行くと、

解体してあった、あるいはもう朽ちて柱も倒れ、壁も崩れ、屋根も落ちている

という状況の場合に、どういう評価をするのかというのを、その都度その都度

その場に応じて検討して評価の額を決めたり、あるいは滅失をかけたりという

ことはしていますけれども。件数的にはそれが全てではないですけれども、公

示送達をしている件数が３０件ぐらいありますので、納付書の送付先が誰にな

るのかが未定なのはそのくらいということになります。 

山田勝委員 

直接あなた方には関係ないことなのかもしれないんだけど、廃屋が、イコー

ル危険住宅になって危ないからなんとかせないかんということになったら、建

設課のほうに移っていきますよね。でも、例えば、私の所有物ですよっていう

のがいなくてですね、あるいは、もうなかなか税金を収納するのに難儀をして

いるという固定資産があるんでしょう、家屋だけじゃなくて。家屋だけじゃな

くて固定資産もたくさんあるのじゃないですか、そういうのもかなりある、そ

れも教えてください。どれくらいあるんですか、その欠損額の中に。 

垂税務課長 

今、委員の言われました、そういうものも含めて公示送達を行っているのが

３０件あります。 

〔山田勝委員「３０件ぐらいで済むんだったら楽やなあ」と呼ぶ〕 

それ以外の家屋につきましては、基本的に調定が立っているものにつきまし

ては、家屋というふうに固定資産のほうで認定したものです。危険であっても

家屋の体をなしていれば、調定を立てざるを得ないというものがあります。 

〔発言する者あり〕 

濱門明典委員 

今、廃屋みたいになっているところを更地にすると税金が上がるということ

で、その処置をしないところがあると思うんですね。住宅としての税金と更地

にしたときの税金、そこらのところはどうなんですかね。 

垂税務課長 

今の御質問は、住宅があることによって住宅用地になっている宅地について

は、２００平米までは６分の１の軽減がかかり、それを超えた場合は大体３分

の１の軽減がかかります。これがその土地に建物がなくなると、その６分の１、

３分の１が消えますので、実質、税が元の土地の評価に戻るということです。
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家屋を解体すればそれがなくなって上がったように感じはするんですが、本来

の土地の評価に戻ると。阿久根市の場合は、場所にもよりますけれども、６分

の１、３分の１の評価が仮になくなったとしても、場所にもよりますけれども、

どっと上がるところも市街地には幾つかあると思いますけど。ただ、外のほう

に行くと、計算してみるとそれほど上がらないというパターンもあります。そ

れはその場その場で御相談いただいたときに、固定資産税係のほうで大体の試

算をしてみまして、市民の方にはお伝えをして御判断をいただいているという

ような状況です。 

濱門明典委員 

確かにそういう建物がシロアリとか、そういうのにやられて周りも迷惑する

という状況がある中でですね、やっぱり税金が更地にしたとき上がるという感

覚で更地にできないというような方もいらっしゃるんですよね。周りはシロア

リが出たりとかそういうことで被害を被っているという現実もあるんですよね。

そこらのところの解決策というのは、考えていらっしゃいますかね。 

垂税務課長 

おっしゃる中身は理解いたしますが、税務課としてはそれだということで税

の扱いが変わるということはないということなんです。ただ、この施策につき

ましては、企画調整課とか、あるいは都市建設課で、例えば、耐震化とか家屋

の改修とかということに関して補助金が出たりしますので、できるだけそうい

うサービスを活用していただいて、もし修繕がきくような家屋であれば適正な

修繕をしていただいて、継続してお住まいいただくと。もしそうでなければ、

新築、あるいは解体ということですが。税につきましては、それをするための

補助金を持つ課ではないものですから、そのときそのときのその建物、土地等

を評価するということに、業務としてはとどまっているところです。 

濱門明典委員 

了解しました。 

岩﨑健二委員 

今の件なんですが、土地については６分の１軽減、あるいは３分の１軽減と

いうことですが、それプラス家には固定資産税がかかっていますよね。建物を

壊すことによって建物の課税はなくなり、ただし宅地については軽減がなくな

り元に戻る。合計すると、当然下がると思うのですが、いかがですか。 

垂税務課長 

今の理論で計算しますと、場合によっては下がっていく土地もあれば、場合

によっては６分の１と３分の１が消えただけで税が上がるというパターンもあ

ります。下がるパターンというのは、家屋の税が発生している場合は、家屋の

税が消えますから当然税は下がります。でも土地の税が６分の１、３分の１が

消えますので上がってしまいます。相殺して、もしかしたら下がるパターン、

あるいはとんとん、ちょっと上がるというパターンがありますが、全く上がっ

てしまうのは、家屋が古くて、家屋は２０万円の評価を切ると免点未満と言い

まして税が発生しません。例えば、昭和の初期とか、戦前の家とかで残ってい

るものをずっと継続して使われている場合、修繕とかされてですね、評価が２

０万を切っている家は、解体しようがしまいが税が発生していませんので、家

はあっても。それを解体すると、６分の１軽減、３分の１軽減がなくなってし
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まいますので、土地代だけが上がって税はあがるというパターンもあります。

一概に家があるから家をなくせば安くなるだけでは、ちょっと回答は難しいと

ころです。 

竹原信一委員 

今の件でですよ、建物なくなりました、宅地ではなくなりました。宅地でな

くなるということもあるわけですよね、家がないということで。それで、地目

が宅地から雑種地になるということも含めるとどうでしょうかね。宅地から雑

種地になると大分変るんじゃないですか。どれくらい違うの。 

垂税務課長 

個別にどれかのパターンをとらなければ難しいですけれども、今、竹原委員

が言われたように、地目が変わることによって評価単価が下がることもありま

すので、それによって家がなくなって、雑種地になって、評価単価が下がって、

前の６分の１、３分の１軽減よりも評価が下がって税が下がるというパターン

の宅地も存在するかもしれません。それはもう、それぞれの評価をそれぞれ計

算するしかお答えできませんけれども、いろんなパターンの中に、竹原委員の

お話も岩﨑委員のお話もあります。全てある可能性があるということです。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

なければ、認定第１号中、税務課所管の事項について、審査を一時中止いた

します。 

ここで皆さまにお諮りします。 

きょうの予定は税務課までですが、まだ時間に余裕がありますので、もう一

つ福祉課まで審査したいと思いますが、それでよろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは、そのようにさせていただきます。 

 

（税務課退室、福祉課入室） 

 

仮屋園一徳委員長 

次に、認定第１号中、福祉課所管の事項について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

川畑福祉課長 

それでは、福祉課所管の事項について御説明します。 

初めに、主要事業の成果説明書の中から主なものを御説明します。 

説明書の２８ページは、障がい者自立支援介護給付事業であり、自宅及び施

設入所している障害者について、日常生活における介護支援を行う事業であり、

居宅介護事業をはじめとする５事業について実施しているところであります。 

次に、２９ページの障がい者自立支援訓練等給付事業につきましては、事業

の目的に記載のとおり、身体機能や就労に必要な知識及び能力の向上のための

訓練を行う事業であり、自立訓練をはじめ、４事業を実施したところでありま

す。 

次に、３０ページをお開きください。障がい者自立支援計画相談支援給付事
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業につきましては、障がい福祉サービスの実施に際し、サービス利用計画の作

成が必要であることから、実施する事業であります。 

次に、３２ページをお開きください。障がい者自立支援医療費等事業につき

ましては、身体障害者等で通院による治療を継続的に必要とする方を対象に、

医療費の本人負担額が原則１割となる事業であり、給付実績につきましては、

事業実施状況のとおりであります。 

次に、３３ページの地域生活支援事業につきましては、障がい者総合支援法

に基づき、地域の特性や利用者の状況に応じ、相談支援事業をはじめ、８事業

を実施したところであります。 

次に、３７ページをお開きください。子ども発達支援センターこじか運営業

務委託でありますが、早期の療育が必要な未就学児を対象に、日常生活におけ

る基本的な動作の指導、集団生活への適応訓練等を行う児童発達支援事業、支

援が必要な児を対象に保育所等を訪問し、集団生活への適応のための支援等を

行う保育所等訪問支援事業、及びサービスを利用するにあたり、連絡調整や支

援利用計画を作成する相談支援事業の３事業を一括して行う児童発達支援セン

ターこじかの運営を、社会福祉法人青陵会に業務委託したものです。当施設は、

本市のみならず、出水地区の中核的な支援施設として、療育指導や研修が実施

されており、利用児の中には、こじかでの療育支援により、発達障がい等が解

消され、生活の場を通常保育へシフトすることができたケースもあったところ

です。なお、当施設の運営については、平成３１年度からより質の高い、きめ

細やかな療育の提供が継続して図られるよう、指定管理者制度を導入したとこ

ろです。 

次に、３８ページになります。出生祝い商品券支給事業でありますが、子供

の出生を祝福し、第１子に３万円、第２子に５万円、第３子以降の子供に１０

万円の出生祝い商品券を支給することにより、育児に要する経費の経済的支援

を行うとともに、商品券を保健師が新生児訪問する際に持参して支給すること

により、訪問拒否の防止にもつながり、乳児期において母親の産後うつ等の早

期発見及び虐待予防にも役立っております。ただ、支給対象者も２３年度から

２８年度までは１３０人台で推移しておりましたが、２９年度が１１４人、３

０年度は１０８人と減少傾向にあり、安心して子供を産み育てる環境づくりに

努めていく必要があるものと思っております。 

次に、４０ペ－ジになります。生活困窮者自立相談支援事業でありますが、

経済的に困窮し、健康で文化的な最低限度の生活を営むことができなくなる恐

れのある方からの相談に対応し、抱える課題を継続的に分析し、自立に向けた

プランの作成や支援サービスのための関係機関との調整等を実施し、生活困窮

状態からの脱却を目指すことを目的に自立相談支援事業を、市社会福祉協議会

に委託しております。年間の相談件数は８１件で、内容は多岐にわたっており、

最も多い相談が収入や生活費に関する件であります。事業の成果としては、支

援員が他事業へのつなぎ関係機関と連携・共有することで、協働して相談者の

立場に沿った支援ができるケースがふえております。また、機関紙等により当

事業の相談窓口の周知に努めておりますが、潜在化しやすい対象者の掘り起し
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のために、今後、周知方法を工夫することが必要と考えております。 

次に、４１ペ－ジになります。子どもの学習支援事業でありますが、新規事

業になります。当該事業は、生活困窮世帯の子供たちの貧困の連鎖を断ち切る

ために、小・中学生を対象に、学びの場を設け学習の補助や学習への動機づけ

を含めた支援を行うことを目的として実施したものであります。事業内容とし

ては、２期に分けて事業を実施し、１期目が夏休み期間中を利用し、週３回を

原則とし、計１３回実施し、４０名の応募がありました。また、２期目は、１

月から３月の第２週を除く毎週土曜日、計９回実施し、１２名の応募がありま

した。事業の成果としては、講師がマンツーマンに近い形で、子供たちへの学

習を支援し、学習習慣の定着や進学意欲の向上および学力向上につながったも

のと思われます。 

次に、４２ペ－ジになります。扶助事業の生活保護でありますが、これは生

活保護受給者に対する扶助事業になります。２９年度と比較して、２,２８２

万９千円の減少となっており、減少の要因としては、医療扶助が２,０８５万

５千円の減少と最も減少額が多く、主な理由として、外来受診費及び入院費が

減少したことにより、医療扶助費の減少となったものであります。続いて、生

活扶助が５７９万５千円の減少となっており、主な理由としては、高齢者の世

帯数が減少したことによるものであります。なお、３０年度の保護世帯数は月

平均１２２世帯で、保護者数は１６５人で、前年度と比較して６世帯減少で２

人の増加となっております。 

次に、４４ペ－ジになります。子ども医療費助成事業でありますが、当事業

は、子供に係る医療費について助成することで、疾病の早期発見及び早期治療

を促進し、子供の健康の保持・増進を図ることを目的としているところであり

ます。なお、昨年８月診療分から対象年齢を１５歳から１８歳に引き上げ、よ

り広い子育て世帯の経済的負担の軽減が図られたところであります。さらに、

１０月診療分からは住民税非課税世帯の未就学児を対象に、窓口での負担が無

料となる現物給付方式を導入し、経済的理由から診療をひかえていた世帯につ

いて、子供の健康の増進が図られたところであります。 

以上で、主要事業の成果説明書での説明を終わりまして、次に、決算に関す

る説明書は３４ページ、事項別明細書は３１ページをお開きください。 

第３款１項１目社会福祉総務費の２節給料から４節共済費は、職員９人分の

人件費であり、うち福祉課所管分については６人分となります。 

事項別明細書は３２ページになります。１３節委託料は、社会福祉法人指導

監査実施事業コンサルティング業務に係る委託料であります。平成３０年度は、

市内の８社会福祉法人中、２法人について指導監査を実施したところでありま

す。１９節負担金補助及び交付金は、備考欄に記載の福祉関係団体への負担金

補助及び交付金であります。２８節繰出金は、健康増進課所管分であります。

次に、２目心身障がい者福祉費は、障がい者福祉サービスに係る委託料及び扶

助費が主なものであります。 

決算に関する説明書は、３５ページになります。１３節委託料のうち、子ど
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も発達支援センターこじか運営業務は、主要事業の成果説明書でも触れました

が、子ども発達支援センターこじかの運営委託料であります。１９節負担金補

助及び交付金のうち、高齢者等福祉タクシー利用助成事業は、福祉課は７４歳

以下で障がい者手帳を所持している方を対象とし、６人の利用がありました。

なお、利用者が少なかった理由として、障害者に対する他の移動支援サービス

を利用したことによるものです。次に、２０節扶助費の各事業の内容について

は、主要事業の成果説明書に記載のとおりであります。 

次に、決算に関する説明書は３７ページ、事項別明細書は３４ページになり

ます。２項１目児童福祉総務費１節報酬は、家庭相談員２人分及び窓口事務嘱

託員１名分の人件費が主なものです。２節給料から４節共済費は、児童対策係

及び子育て支援係の職員６人分の人件費に係るものであります。８節報償費の

うち、出生祝い商品券については、主要事業の説明書のとおりであります。２

０節扶助費の主なものについて説明いたします。児童扶養手当は、ひとり親家

庭の母又は父等に支給するものであり、延べ２,７０３人に支給しました。自

立支援教育訓練給付事業については、申請があった３人に、３３４万６千円の

助成をしました。ひとり親家庭医療費助成事業については、延べ５,８２９人

に助成をしました。子ども医療費助成事業については、延べ２万６,８５５人

助成しております。 

次に、決算に関する説明書は３８ページになります。２目児童措置費２０節

扶助費は、児童手当として支給したものであります。支給した延べ児童数は２

万４,２０１人、対前年度比６３６人の減でありました。次に、３目保育所費

は、みなみ保育園の正規職員２人と保育士嘱託員９人、看護師嘱託員１人、給

食嘱託員２人の人件費及び施設管理費等が主なものであります。 

事項別明細書は３５ページになります。１３節委託料は一般廃棄物収集業務

など、備考欄に記載の９件の業務を委託したものであります。１７節公有財産

購入費の食器消毒保管庫及び１８節備品購入費の配膳用折たたみ式ワゴンにつ

いては、いずれも給食用の器材であり、老朽化により買い替えを行ったもので

あります。次に、４目児童館費の主なものは、１３節委託料の放課後児童健全

育成事業であり、放課後児童クラブの運営委託費であります。１４節使用料及

び賃借料は、第２阿久根学童クラブで使用しているＮＴＴ阿久根ビルの賃借料

が主なものであります。次に、５目保育施設運営費は、保育所運営にかかる扶

助費が主なものです。 

事項別明細書は３６ページになります。１３節委託料の地域子育て支援セン

ター事業７８４万２千円は、社会福祉法人青陵会に委託し、おりた保育園で実

施している保育園に入る前の親子を対象とした子育てサークルの育成・支援や、

育児不安についての相談・援助等に係る委託料であります。 

次に、決算に関する説明書は３９ページになります。１９節負担金補助及び

交付金の主なものは、保育対策等促進事業２,０２５万８,０２０円であり、各

保育園で延長保育事業等を実施し、その実績に応じて補助するもので、保護者

の就労支援と保育サービスの充実に努めているところであります。２０節扶助
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費でありますが、保育所運営費については、市内の私立保育園及び認定こども

園７カ所、さらに市外の保育園や認定こども園及び事業所内保育事業所の計１

１カ所に対し、延べ児童数７,５９０人分とし、７億４０６万１,３２０円を支

出しました。 

次に、３項生活保護費１目生活保護総務費は、保護係職員４名分の人件費及

び生活困窮者自立相談支援事業等が主なものであります。１３節委託料は、備

考欄に記載の業務に係る委託料であり、生活困窮者自立相談支援事業について

は、主要事業の成果説明書のとおりであります。２３節償還金利子及び割引料

は、平成２９年度分生活扶助費等国庫負担金等の国への返還金であります。次

に、２目扶助費は、生活保護受給者に対する扶助費であり、主要事業の成果説

明書のとおりであります。 

次に、事項別明細書は、３７ページになります。４項１目災害救助費２０節

扶助費については、住宅火災見舞金２件、１０万円を支給したものです。 

以上で、歳出を終わり、歳入について、御説明いたします。 

決算に関する説明書は９ページ、事項別明細書は４ページをお開きください。

第１１款２項１目民生費負担金２節児童福祉費負担金の主なものは、保育所運

営費であり、いわゆる保育料であります。不能欠損額５７万２千円、収入未済

額２５９万５,２７０円は保育料の滞納分であります。保育料滞納分への対策

については、児童手当の支給時などに納入相談を実施するとともに、夜間の訪

問徴収や電話相談、催告書の発送など取り組んでまいり、徴収率は９３ .８

５％と、前年度と比較して２.３８ポイントアップしました。なお、平成２９

年度から夜間や休日等でも納入できるようコンビニ納付を導入し、利用者の便

宜を図ってまいりました。また、今回、市外への転出等の理由により徴収困難

と思われる者について、平成２３年度から平成２５年度分、対象保護者２名、

延べ３６月分を不能欠損処分としたところであります。収入未済額については、

本年９月１２日現在において、８１万４,３００円が納入済であり、１７８万

９７０円の残額となっており、引き続き徴収に努めてまいります。 

次に、決算に関する説明書の１２ページ、事項別明細書は７ページになりま

す。第１３款１項２目民生費国庫負担金のうち１節社会福祉費負担金は、主に

障害者総合支援法に基づく障がい福祉サービス事業に係る国庫負担金であり、

基準額の２分の１を国が負担するものです。２節児童福祉費負担金の保育所運

営費及び児童入所施設措置費については、国の負担割合は事業費の２分の１、

児童扶養手当については３分の１となっております。３節児童手当給付費負担

金については、事業費の約３分の２が国の負担となっております。４節生活保

護費負担金は、事業費の４分の３が国の負担であります。 

次に、決算に関する説明書は１３ページ、事項別明細書は８ページになりま

す。２項２目民生費国庫補助金１節社会福祉費補助金では、地域生活支援事業

費が主なものであり、基準額の２分の１を国が補助するものです。２節児童福

祉費補助金の子ども・子育て支援交付金については、一時預かり事業、子育て

支援拠点事業、放課後児童クラブ運営事業に係る補助で、補助率は基準額の３
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分の１、母子家庭等対策総合支援事業費は、母子家庭高等技能訓練促進費に係

る補助で、補助率は基準額の４分の３であります。 

次に、決算に関する説明書は１４ページ、事項別明細書は９ページになりま

す。３項２目民生費委託金２節児童福祉費委託金は、特別児童扶養手当事務費

に係る分であります。第１４款１項２目民生費県負担金１節社会福祉費負担金

は、主に障害者総合支援法に基づく障がい福祉サービス事業に係るものであり、

県が事業費の４分の１を負担するものです。 

次に、決算に関する説明書は１５ページになります。２節児童福祉費負担金

のうち保育所運営費は、私立保育園の保育所運営費に充てるもので、県の負担

は事業費の４分の１であります。３節児童手当給付費負担金につきましては、

県負担は事業費の６分の１であります。 

次に、事項別明細書は１０ページになります。４節生活保護費負担金は、居

所不明者に対する扶助費の４分の１を県が負担するものです。次に、２項２目

民生費県補助金１節社会福祉費補助金は、重度心身障がい者医療費助成事業費、

地域生活支援事業費が主なものであります。重度心身障がい者医療費助成事業

について県の負担割合は２分の１、地域生活支援事業は、障がい者の日常生活

用具給付事業や地域活動支援センター事業、相談支援事業等に係るもので、４

分の１の補助であります。２節児童福祉費補助金は、子ども・子育て支援交付

金が、放課後児童クラブ運営事業や延長保育事業等に係るもので３分の１補助、

乳幼児医療費助成事業費、ひとり親家庭医療費助成事業費及び多子世帯保育料

等軽減事業費が２分の１補助となっております。 

次に、決算に関する説明書は１７ページ、事項別明細書は１２ページになり

ます。３項２目民生費委託金１節社会福祉費委託金及び２節児童福祉費委託金

は、市町村権限移譲交付金が主なものであります。 

次に、決算に関する説明書１９ページ、事項別明細書は１３ページになりま

す。第１５款１項２目利子及び配当金のうち、決算に関する説明書１９ページ

の上から５行目、地域福祉基金が福祉課所管分であります。 

次に、決算に関する説明書は２１ページ、事項別明細書は１７ページをお開

きください。第１９款５項４目雑入２節団体支出金のうち福祉課所管分は、国

保連合会障害児給付費交付金であり、心身障害者福祉費における子ども発達支

援センターこじか運営事業などの児童発達支援事業に充当しております。これ

は、子ども発達支援センターこじかで実施する児童発達支援事業に係る給付費

として、国保連合会からの交付金であります。 

次に、２０節雑入のうち福祉課所管の主なものとして、決算に関する説明書

の雑入の上から７行目の延長保育事業利用料、一時保育事業利用料、保育所職

員給食費負担金は、いずれもみなみ保育園分であります。また、１３行目と１

４行目の相談支援事業他団体負担金と地域活動支援センター事業他団体負担金

は、いずれも長島町と共同実施している長島町分の負担金であります。 

次に、決算に関する説明書は２２ページになります。上から７行目生活保護

法返還金及び徴収金は、生活保護受給者の収入未申告等による返還金等であり
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ます。なお、雑入の収入未済額のうち２０８万６,８８８円については、生活

保護法返還金のうち平成３０年度中に返還が終了しなかったものであり、滞納

繰越処分を行い、対象者は５名であります。また、下から１０行目重心医療費

助成金返納金、下から３行目の過年度分こども医療費返納金、２行目過年度分

児童福祉費国庫等負担金が福祉課所管分であります。 

次に、第２０款１項２目民生債５節災害援護資金貸付金債については、平成

３０年度において、災害等による貸付該当者がなかったため、全額不用となっ

たものです。 

以上で、説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

［発言する者あり］ 

竹原信一委員 

主要事業の成果説明書４０ページ、生活困窮者支援事業、８０件ほどの相談

があって、実際に成果があがった、相談者の立場に沿った支援ができたケース

というのは何件ほどありましたか。 

川畑福祉課長 

困窮者に対する立場に沿った支援ができた件数ということでありますけれど

も、この件数につきましては、それぞれ成果というか、結果を取っていない状

況でありまして、支援事業に対するアドバイス、そちらのほうでですね、でき

るだけ利用者の立場に沿った形で、場合によっては法律相談であったり、関係

機関につなげたりして、最終的に利用者が納得できるような形で、できるだけ

対応しているというふうに理解していただければと思います。 

竹原信一委員 

あの、気持ちは大変よくわかります。でもね、立場に沿った支援ができるケ

ースがふえていると書いてあるんですよ。事業をしたら、この事業をした成果

というのはちゃんとはからなきゃ、なんらかの物差しを持って。私たちは頑張

りましただけじゃだめですよ。しかもこれふえてきてるって言うんだから。ふ

えてきている根拠がないわけですから、言葉は正しく使わなきゃいけない。そ

して、ちゃんとどのような成果を出したか記録も残しておかなきゃいけないし、

どうすればもっと成果を上げられるのかを工夫していかなきゃいけない。物差

しをちゃんとつくらないからそんな説明しかできないんですよ。これはよくな

いですよ。多分この事業自体に問題があるかもしれない、体制にね。おそらく

課を越えた対応をしなきゃいけないことがあるはずなんですよ、いつも。だけ

ども受託事業者がそれをできるかっていうと無理なんですね、これ。これはも

っとね、課を越えた形でも取り組める措置、そっちのほうに提案、あるいはこ

んな問題がありますっていうのをやれる体制をつくらないと。今の状態じゃ、

これは７００万円はもったいな過ぎる使い方になると思います。ちゃんと各課、

まあ、総務課長と話してください。よろしくお願いします。 

栗林保護係長 

先ほどの委員の質問に対しまして、補足で。相談内容はですね、多岐にわた

っていろいろございまして、分析としまして、新規相談件数は５６件ほどあり
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ました。その中でですね、主にその方が悩んでいる相談というのがですね、収

入、生活費のことが３１件ほどありまして、それ以外にですね、債務いわゆる

借金ですね、そういったところの相談内容につきましても相談を受けて、無料

弁護士相談とか、そういったところにつなげたりしております。それとですね、

家賃とかローンとかですね、そういったことの相談などについても関係機関に

つないで、解決する問題もあったり、継続する問題もあったりしているところ

でございます。あとですね、新規相談件数につきましては５６件ではあります

けれども、１人の方が１件の相談ということではなくてですね、全部で申し上

げますと１０５件くらい相談が寄せられているところであります。そこの細か

い、２番目、３番目の相談につきましてもですね、関係機関と連携をさしてい

ただいて、つないで解決できるところは解決していただいて、そして、引き続

き相談が必要ということであれば引き続きの相談もできます、というような形

でつないでですね、相談を終えているところです。これが成果と言えば成果に

なっていると思います。 

仮屋園一徳委員長 

よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは、認定第１号中、福祉課所管の事項について、審査を一時中止いた

します。 

 

（福祉課退室） 

 

仮屋園一徳委員長 

ここでお諮りいたします。 

本日の審査はこの程度にとどめ、あすに延会したいと思いますが、これに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認め、延会することに決しました。 

本日はこれにて延会いたします。あすは午前１０時から再開いたします。 

 

（散 会  １５時２０分） 

 

決算特別委員会委員長   仮屋園 一 徳  

 

 


